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- 

/ 

"

.

.
.

.

';

. 
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■ 

■ 

' 

, 

.

.
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■
-
 

- 

•

然
る
に
封
建
的
自
給
自
足
經
濟
の
.崩
壞
*
こ
れ
に
代
っ
て
近
世
の
貨
幣
、交
換
經
濟
を
基
底
と
す
る
國
，民
經
濟
の
成
立
は
、
經
濟
生
活

C 

•

を
宗
敎
的
制
約
か
ら
解
放
じ
、
全
社
會
坐
活
內
に
あ
っ
て
指
導
的
な
、
或
る
程
度
自
祺
的
な
地
位
を
獲
得
せ
し
め
る
に
至
.っ
た
。
玆
に 

.於
て
直
接
的
同
一
性
か
ら
翌

へ
、
乃
至
は
無
差
別
的
銃
一
か
ら
差
別
へ
の
運
動
が
始
っ
たC

.
®

ち
經
濟
學
は
古
代
に
於
け
.る
政
治
學 

的
踪
合
體
系
或
は
中
世
に
於
け
る
神
學
的
綜
合
體
系
か
ら
解
離
し
、
社
會
.生
活
の
內
經
濟
坐
活
の
み
を
分
離
し
、
獨
立
に
研
究
す
る
所

の
自
己
體
系
を
獲
得
し
始
め
た
。

•

 

-

 

' 

»

勿
論
凡
て
の
思
惟
活
動
は
實
膨
的
要
求
に
刺
戟
さ
れ
て
起
る
如
く •

學
問
の
發
達
も
そ
の
.動
因
を
先
づ
新
た
な
坐
活
事
實
を
克
服
せ

ん
と
の
政
策
的
必
要
ひ
內
に
見
出
す
の
で
あ
る
。
獨
立
の
自
已
體
系
と
し
て
の
經
濟
學
も
そ
の
成
立
に
先
立
っ
て
"
經
濟
政
策
的
觀
察

• 

; 

■ 

- 

-

の
段
階
を
持
つ
。
こ
れ
卽
ち
マ
ー
カ
ン
チ
y
ズ
ム
，で
あ
る
。
こ
の
前
提
段
階
を
經
過
し
' 
次

い
で
フ
イ
ジ
オ
クラ
ー
ト
、古
典
派
を
通

じ
て
經
濟
學
は
自
已
體
系
へ
の
道
を
迎
り
始
め
た
の
で
あ
る
。 

!

，フ
ィ
ジ
ォ
ク
ラ
ー
ト
は
.第

l

 .

に
古
代
中
世
の
經
濟
學
と
異
な
り
、：

經
濟
を
政
治
乃
至
偷
理
と
直
接
結
び
つ
け
て
研
究
せ
ず
、
寧
ろ
こ 

れ
等
非
經
濟
的
嬰
素
を
抽
象
し
、
財
貨
の
運
動
な
る
純
經
濟
的
要
素
を
そ
の
硏
究
對
象
と
し
た
。
玆
.に
於
で
經
濟
學
は
他
の
政
治
^
、 

倫
理
學
等Q

個
別
科
學
と
竝
ん
.で
獨
立
性
を
獲
得
す
る
に
至
つ
：た
0

：
.
'
. 

.

.
■•
-

.
て

-

而
も
第
一
一
に
純
經
濟
的
要
素
た
る
財
貨
，の
绝
產
或
は
交
換
等
に
關
す
る
斷
片
的
硏
究
で
は
な
べ
、
is
■
の
生
産
及
び
交
換
の
過
程
を

■ 

.

. 

- 

• 

V
- 

. 

.

そ
れ
自
身
の
，內
に
含
ん
だ
社
會
的
洱
生
產
過
程
に
關
す
名
體
系
的
研
究
を
試
み
た
o
.，ヶ
ネ
ー
.の『

經
濟
表』

の
硏
究
が
こ
れ
で
あ
.る
。

M

し
凡
て
の
學
問
は
、
何
等
か
‘の
原
理
に
從
つ
て
部
分
的
知
識
が
相
互
，に
密
接
に
體
系
的
に
結
合
さ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば

.

 

•

 
-

 

•

 

.
•

 

-

 

.

人
體
の
侗
々
の
器
官
の
生
理
作
用
に
關
す
る
斷
片
的
知
識
た
け
で
は
學
.と
.
.
し
て
の
人
勝
坐
理
學
は
成
立
せ
ず
、
寧
ろ
諸
器
官
が
相
瓦
.に 

密
接
な
關
係
に
於
て
作
，用
し
、
全
體
と
し
で
人
間
の
坐
命
の
苒
坐
產
を
營
む
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
人
體
生
理
學
た 

り
得
る
の
で
あ
る
。
‘經

濟

學

も

個

人

.の

經

濟

名

動

で

は

な
く
、.
全
體
と
•し
.て
の
國
民
裳
乃
至
社
會
經
濟Q

稃

坐

產

過

.程

の

全

關

聯

を 

明
か
に
す
る
場
合
.

そ
れ
は
學
た
り
得
る
の
.で
あ
.る
°

然
る
に
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ー
ト
：，に
ょ
つ
て
初
め
て
個
々
の
經
濟
現
象
で
は
な
く
、
，

社
會
的
苒
坐
產
過
程
の
.全
關
聯
.の
說
明
が
企
圖
さ
れ
た
が
故
に
、
'
ォ
ン
ヶ
シ
.其
他
一
般
經
^

史

家

は

學

と

し

て

の

經

濟

^

は

フ

ィ

ジ

ォ

.

.

.

. 

. 

. 

.

. 

-

-■
- 

• 

- 

.

. 

- 

-

-■
' 

/ 

. 

. 

.
■
.
-
.

ク
ラ
ー
ト
と
共
に
始
ま
る
^

み
て
ゐ
る
。 

r

•

 

■
 
{.

..

.
 

.

4

....

然
し
彼
等
は
そ
の
經
濟
學
を
樹
立
す
る
際
* 

.自
然
法
な
る
社
會
哲
學
の
影
響
を
受
け
.て
居
り
.、
こ
'
.
’
の

社

會

哲

學

の

一

.環

と

し

て

淫

濟 

學
を
硏
究
し
た
。
.そ
の
結
粜
彼
等
は
次
の
ニ
つ
の
矛
盾
に
陷
つ
た
？
第

'
に
永
久
不
變
の
自
然
的
秩
序
を
發
見
.せ
ん
と
し
.た

結

果

*

本 

■.
轉
換
期
經
濟
學
の
國
防
經
濟
學
的
性
格「

:

•

-

.

.
 

' 

'

(
.
1

四
九)



f

期
經
濟
學
の
國
防
經
濟
學
的
性
格 

. 

穴

(

1

泜
〇
>

來
社
會
科
學
乃K

--*:

歷
史
科
學
た
る
經
濟
®
'
が
設
定
す
る
法
則
は
歷
史
法
則
な
る
に
拘
ら
爽
、
こ
れ
を
超
歷
史
的
な
自
然
法
則
と
誤
解
し 

た
。
.第

に

自

然

法
m
-a
:
.っ
て
は
、
：自
然
的
秩
序
は
人
類
社
#

の
内
に
存
す
る
永
久
不
變
の
：秩
序
で
.あ
る
a：
'

同
時
に
、
人
類
社
會
の
正 

し
き
、
最
高
善
0
跌
萍
で
も
あ
义
郎
ち
存
在
で
あ
る
七
同
時
に
規
範
，で
も
あ
っ
た
。'斯
く
自
然
法
^
^

影
響
の
下
に
存
^

と
規
範
と
を
混
同
し
そ
居
る
の
で
あ
り
--
\

こ
の
點
に
於
て
未
，だ
中
世
の
愉
理
的
異
種
體
系
た
る
#
 .n.

ラ
經
濟
學s

殘 

滓
を
淸
錄
ず
.る
尤
至
っ
„て
.ゐ
な
い
0
:''
.
'ン
^

 ̂

.

そ
れ
敗
香
々
は
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ー
ト
.の
經
濟
學
が
そ
の
本
質
に
於
て
！
！
に
經
濟
學
の
自
己
體
系
を
樹
龙
し
た
■

(

に
拘
ら
ず
>
未
だ
菔
芽

的
形
態
た
る
に
と
ど
ま
ゥ
、
從
0.
て
異
種
體
系
.か
ら
自
己
體
系
へ
の
過
渡
的
體
系
と
看
做
さ
ざ
.る
を
得
な
い
。

'

'

 
.•

 
.

 

、，
.

 

.，

.

 

：
 '

 

.

 

.

 ■

 

<

'
.

然

る

に

ア

ダ

：ム
：

'

ス
.ミ
.ス
以
後
古
典
派
經
濟
擧
の
發
展
は
カ
法
論
上
經
濟
學
，が
次
第
に
哲
學
的
思
辨
か
ら
脫
却
し
て
行
っ
た
こ
と
に

.

 

•

 

•
.
.
.
<
.
.
.

よ
っ
て
酷
徵
づ
げ
ら
れ
今
換
.言
す
れ
ば
、興
橄
體
系
的
な
觀
察
を
拋
讓
し
、
徐
々
に
經
濟
學
の
自
已
體
系
が
完
成
さ
れ
て
行
っ
た
。
そ 

し
て
リ
カ
ー
ド
ォ
に
よ
り
-—
*
'應
こ
れ
が
売
成
を
み
た
の
で
あ
る
'

何
と
な
れ
ば
、
第

1

忙
彼
は
、
フ
ィ%

オ
ク
ラ
！
ト
乃
至
ス
ミ
ス
に 

.倚
ほ
#

し
た
'
.
；

f

の
搦
理
に
よ
る
調
和
と1

K

ふ
自
然
法
的
な
社
會
赞
學
に
基
づ
い
て
經
濟
學
體
系
を
構
成
せ
ず
、
寧
ろ
非
經
濟
的
要
素 

を
含
'ん
だ
經
驗
對
象
を
：思
惟
に
よ
っ
て
抽
象
化
し
、
純
北
し
，
そ
'
9
結
果『
經
濟
人』

か
ら
な
.
る
純
粹
經
濟
體
系
を
構
成
し
た
。
從
っ
て 

第
ニ
^

彼
が
硏
究
し
て
ゐ
る
純
悴
經
濟
體
系
內
の
分
配
法
則
は
^

自
然
法
に
於
け
る
が
如
く
、
超
經
驗
的
な
最
高
善
の
、
規
範
と
し
て 

の
分
配
法
則
で
は
な
く
、
そ
の
體
系
內：

に
行
は
ル
る
分
配
の
存
夜
法
則
で
あ
る
。
そ
れ
故
彼
は
存
往
法
則
を
取
扱
ひ
、
最
罕
マ
ー
ヵ
ン 

.チ
リ
ス
ト
：乃
至
ス
ミ
ス
の
如
ぐ
、
.政
策
を
對
象
と
し
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
彼
は
純
粹
經
濟
體
系
內
..の
存
在
法
則
を
硏
究
對
象
み
.す
る

こ
と
.に
よ
り
、
經
濟
學
、
よ
0
疋
確
に
は
理
論
經
濟
學
の
最
初
の
自
己
體
系
'を
樹
立
し
た
の
.で
あ
る
0

リ
ヵ
ー
ド
ォ
に
よ
つV

一
 

應
完
攻
さ
れ
た
經
濟
學
の
自
已
體
系
は
、
歷
史
派
經
濟
學
の
反
動
期
を
經
過
し
て
、
#
び
所
謂
純
粹
經
濟 

學
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
勿
論
リ
ヵ
ー
ド
i
ォ
等
に
よ
る
古
い
純
粹
經
濟
學
^T

ワ
ル
ラ
ス
、
バ
レ
ト
ー
、
シ
ュ
ン
ぺ
丨
タ
丨
等
に
よ
る 

新
し
い
純
粹
經
濟
學
と
で
は
そ
の
型
を
|4
に
し
て
ゐ
る
。
'古
ー
型
は
、
.こ
の
純
粹
經
濟
が
現
實
そ
の
も
の
の
內
に
存
し
て
居
り
、
從
つ 

て
斯
か
る
現
實
に
存
す
る
純
粹
經
濟
に
は
を
れ
自
身
特
有
の
法
則
が
作
用
し
て
居
り
、
こ
の
法
則
を
主
觀
に
.反
映
し
た
も
.の
が
純
粹
經 

濟
學
(D

體
系
で
あ
る
と
な
ず
。
新
レ
い
型
は
、
斯
か
る
純
粋
經
濟
が
現
實
そ
の
も
の
の
內
に
存
せ
ざ
る
こ
と
.を
明
か
に
認
め
る
が
、
而 

も
尙
ほ
現
實
の
經
濟
現
象
を
主
觀
が
認
識
す
る
手
段
と
し
て
、
純
粹
經
濟
を
- ^

定
す
1
こ
と
を
必
要
な
り
と
す
る
•
の
で
あ
る
。
換
言
す 

れ
ば
、
前
者
は
存
在
論
の
立
場
を
と
り
、
後
者
は
純
然
た
る
認
識
論
の
立
場
を
と
る
。
：
：

，
新
し
い
型
の
純
粹
經
濟
學
を
說
く
人
々
の
主
張
す
る
如
ぐ
、.

經
濟
現
.象
を
觀
察
す
る
に
當
つ
.て
は
、

一.應
は
凡
て
非
經
濟
的
要
因
を 

排
除
し
、「

經
濟
領
域
を
他
か
生
活
現
象
と
め
關
聯
か
ら
分
離
し
な
け
れ
ば
な
.ら
ぬ
o
»

か
る
.區
分
と
隔
離
と
は
理
論
的
硏
究
の
出
發
點

.

 

..-

■. 

-■

 

.

 
.

 

.

 
.

.

.

.

 

.

 

,
 
.

■•
■

パ.…

，
■

.
 

-!
':
.

 

.

 

.

 

/
 
:

.
を
な
.す
の
で
，あ
る 
0-:.
 

:
.
'
' 

： 

， 

- 

: 

. 
.'

ノ
藉
し
吾
々
が
對
象
を
認
識
す
る
場
合
、
先
.づ
慼
性
を
通
じ
て
.具
體
的
姿
0
對
象
が
意
識
に
與
へ
ら
れ
る
。
だ
が
感
性
は
單
に
受
動
的
.

 

t

封
象
が
意
'識
に
與
ベ
ら
れ
た
だ
け
で
、
朱
だ
意
識
の
方
か
ら
能
動
的
に
對
僉
を
判
斷
し
、.思
惟
す
る
論
理
的
段
階
に
_

し
て
ゐ
な
い
。 

論
现
的
戈
立
氣
よ
り
す
れ
ば
、
感
性
は
そ
れ
へ
0
前
提
段
.階
で
あ
.り
、_.
.

其
處
に
於
て
は
未
だ
思
惟
に
よ
つ
て
對
象
に
何
等
の
製
'
規

:
•'....

.

.

.
'

「 

バ

,

ー：
.
-
.
.
.
|
-
- 

.. 

' 

- 

■ 

; 

:
. 

■

:
 

.■、
,•
:
.......
へ

资
も
咐
與
さ
ル
て
ゐ
な
い
か
ら
し
て
、
全
く
空
#,
な
、
貧
弱
な
も
の
で
^

る
。
と
こ
ろ
でr

度
感
性
に
よ
つ
て
對
象
が
與
へ
ら
れ
、
思 

轉
換
期
經
濟
學
の
國
防
經
濟
學
的
性
格 

，
 

七

(

J
ai
l)



.

鞠
換
期
鹌
漱
學
の
國
防
經
濟
學
的
性
格
'-
:
. 

八
'

'
二 

5

D
 

惟
が
能
動
的
に
對
象
に
判
斷
を
加
へ
る
場
合
、
先
づ
最
初
に
は
如
何
，な
る
刹
斷
|:
加
へ
る
.で
あ
ら
ぅ
.か
o
/本
來
如」

可
な
：る
對
象
で
も
そ 

の
內
に
は
A
様
な
規
定
が
統
.

一:

さ
れ
て
居
り
、
そ
れ
故
に
.こ

そ
具
體
的
な
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
具
體
的
な
現
.實
0 ;

經
濟
現
象
に
.は
政
治 

や
、
：fe
律
や
、
、
: #
他
の
非
經
濟
的
规
定
が
結
び
つ
い
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
吾
々
0
思
惟
活
動
1
最
初
か
ら
斯
か
る
多
樣
な
規
定
.の
銃
一 

た
る
真
體
的
經
.濟
‘現
象
に
判
斷
を
下
し
得
な
ぃ
0
:先
づ
最
初
.は
そ
ひ
觀
察
者
が
强
く
關
心
を
引
か
れ
た
一
規
定
*
例
へ
ば
純
經
濟
的
晛

. 

I 

. 

,

奢

他

Q

麗

定

^

ら
抽
象
し
、
區
分
し
、
こQ

規

定

を

屋

w

せ
、A

J

れ
に
固
執
す
る
。
，そ
しW

A
J
Q
1

規

を

そ

れ
J

で
虎
立 

.
し
、

.存
拒
す
る
も
の
と
看
做
し
、
こ
れU

詳
細
な
判
斷
を
下
す
。
斯
か
る
思
惟
活
動
を
へ
ー
ゲ
ル
は
曆
性
的
思
隹
と
呼
も
ひ
ゐ
.る
0
吼

,、

， 

■
 
■
 

■
 

> 
I

ち『

悟
性
と
し
て
の
思
惟
は
固
定
的
規
定
性
及
び
斯
か
る
も
の
o '
他
に
對
す
る
區
分
を
以
つ
て
滿
足
し
て
ゐ
る
。
悟
性
に
と
っ
て
は
、斯 

か
る
制
限
的
杣
象
物
は
獨
立
に
成
立
し
、
存
在
す
：る
も
の
と
看
做
さ
れ
る
o』

@

.

.

•
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へ
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ゲ
ル
哲
學
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部
論
理
學』

一

八

賽

'

..
 

■
-

と
こ
ろ
.で
ノ
形
式
論
理
學
に
於
け
る
思
惟
活
勸
0
主
體
は
こ
.の
悟
性
贫
の
で
あ
る
0
形
式
論
理
學
の
根
本
法
則
は『

同
.|

性
の
原
理i

... 

• 

■

"
 

• 

• 

■ 

• 

• 

- 

.

.

. 

.

••
■ 

■

. 

‘

(

<
は
<
な
り)

で
あ
る
。
即
ち
多
様
な
規
定
の
統一

，た
る
具
體
的
對
象
か
ら
.一
規
定
' 
例
へ
ば
<

の
み
を
抽
象
し
、
A
は
獨
立
に
そ
れ

-
 

-

自
ら
存
し
*

ど
こ
ま
で
も
A

は
A

で
あ
つ
て
、
同
時
に
非
A
fe
'る
こ
と
を
認
め
な
い
の
で
あ
る
。

斯
か
る
1
規

定

..
^
:柚
象
し
、
こ
れ
に
固
執
す
る
悟
性
的
思
惟
活
動
は
多
糠
な
規
定
：の
銃
-_
.
.た
る
具
體
的
な
.現
實
の
對
象
に
ー
致
し
得 

ざ
る
が
故
に
、
後
に
述
べ
る
如
.<
、
へ
ー
ゲ
ル
は
こ
れ
を
否
定
す
る
。
然
し
彼
は
全
然
こ
.れ
を
否
定
し
去
.る
こ
と
な
.く
、同
時
に
一
定
の

、制
限
0
下
に
、卽
ち
思
惟
活
動
の
全
部
と
し
て
で
は
な
く
、
思
惟
活
動
の
出
發
點
と
'1
.
て
缺
く
可
ら
ざ
る
も
の
.と
し
て
肯
定
ず
0
卽
ち『

悟 

.性
的
思
惟
.の
功
饋
と
.は
、.
理
論
的
就
に
實
踐
的
領
域
に
於
て
悟
性
な
く
し
て
は
何
等
の
確
定
及
び
規
定
性
に
達
し
な
い
こ
と
.を
沄
ふ
。 

斯
く
し
て
先
づ
認
識
作
用
を
み
る
に
、
.
.そ
れ
は
現
存
す
る
諸
對
象
を
そ
れ
か
ら
0

一
 

•定
の
區
分
に
於
で
把
握
■す
る
こ
と
を
以
つ
て
始
め 

る
、
.故
に
例
へ
ば
自
然
觀
察
に
於
卞
は
諸
々
の
素
材
.、
力
、
類
、
等
々
の
もQ

が
區
分
さ
れ
、
そ
し
て
各
々
が
孤
立
す
る
も
€>
と
し
て 

固
執
さ
れ
る
。
こ
の
.と
き
思
惟
は
悟
性
と
し
て
働
く
、
そ
し
て
，そ
れ
の
原
理
は
同
ー
性
、
單
純
な
自
己
關
係
で
あ
.る
。
そ
の
場
合
こ
の 

同」

性
は
ま
た
認
識
に
於
て
先
づ
或
る
規
定
か
ら
他
の
規
定
へ
の
進
展
を
制
約
す
る
も
の
セ
あ
る
。』

S

)

(

註)

E
b
e
n
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.
a'*
.
s
,
1
4
s
.

同
書
一
八
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五
頁
：

，

. 

パ

：

.'
酋
々
も
亦
'一
定
の
制
限
の
下
に
於
て
、
卽
ち
經
濟
學
硏
究
の
出
發
點
と
し
て
、
.純
粹
經
：濟
學
の
存
在
の
意
義
と
功
績
と
を
認
め
る
。

.
 

.

.

. 

•

何
と
な
れ
ば
純
粹
經
濟
學
は
悟
性
的
思
惟
に
相
應
す
る
か
ち
で
^ :
る
.。
：と
と
.ろ
で
純
粹
經
濟
學
は
如
何
な
る
性
格
'を
持
つ
か
。
第

一

に 

..純
粹
性
な
る
性
格
を持

,；

V
o
.
a
ち
斯
か
る
理
論
の
所
產
は
凡
ゆ
る
非
經
濟
的
要
素
か
ら
解
放
さ
_れ
た
^

罾
經
濟
に
關
す
る
思
惟
_
成
物 

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
_

經
濟
は
そ
れ
自
身
完
結
.し
た
、
完
全
に
獨
立
し
た
、
外
部
.に
依
存
せ
ざ
る
體
系
な
り
と
.考
へ
ら
れ
、
こ
の
體 

系
は
自
己
の
秩
序
と
自
己
法
則
に
從
.つ
て
作
用
す
る
と
.看
做
さ
る
。
第
二
に
合
理
性
な
る
性
格
を
持
つ
。
郎
ち
斯
か
る
理
論
體
系
內
に

生
起
す
.る
琪
象
は
常
に
合
理
的
諸
原
則
■に
從
つ
て
生
ず
る
と
看
#

す
。
換
言
す
れ
ば
、
凡
ゆ
る
人
間
の
經
濟
行
爲
は
所
謂
經
濟
の
本
則

-
• 

- 

- 

...
 

.

.

. 

* 

- 

- 

-•

に
從
つ
て
行
は
れ
、
，各
人
は
意
識
的
’に
最
少
の
手
段
を
以
つ
て
最
大
の
收
益
を
_

げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
行
動
す
る
と
み
る
。
斯
か
、

.理
論
に
從
へ
，ば
、
經
濟
行
爲
と
は
費
用
と
收
益
の
>

理
的
比
較
、
利
潤
と
損
炎
の
絕
.ぇ
ざ
る
算
定
に
外
な
ら
ぬ
'。
そ
し
て
合
理
的
理
想

-
 

.
 

.... 

.

.

.
/ 

-
 

-
 

•
 

■
 
.

.•
-

-
 

•
-

.
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轉
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期
經
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學
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一
0

2

五
四)

.型
と
し
て
理
論
は
非
合
理
的
な
要
素
を
排
除
す
.。
ぞ
し
て
非
合
理
的
要
素
は
經
：濟
領
域
內
に
於
：け
.る

經

濟

.'の

自

己

法

則

を

攪

亂

ず
 

質
物
と
看
做
さ
れ
る
。.
第
三
.に
自
*
交

換

經

.濟

な

る

性

格

を

持

つ

 

>
.卽
.ち
利
潤
0

.

, 

: 

- 

• 

■

.

.

.

 

.

, 

- . , 

' 

. ■ 

■ 

■ 

■

.
 

: 

.
■
..

.

ぐ.

'

'

.

.

.

單
に
欲
望
充
足
を
目
指
す
自
給
自
足
經
濟
は
何
等
の
利
潤
も
齎
ら
さ
な
い
？
從
.つ
て
：交
換
は
利
微
を
自
擬
す
經
濟
の
.中

'心

を

な

す

部

分 

い
で
あ
る
：？
：斯
か
る
經
濟
.理
論
に
と
つ
て
は
、
，交
換
の
機
會
厶
し
て
市
場
は
凡
ゆ
る
經
濟
的
事
象
の
M
提
で
あ
り
、
_

で
あ
る
。
そ
し 

て
經
濟
行
爲
.の
推
進
ヵ
で
あ
り
、
'指
舊
ヵ
だ
る
‘科
潤
追
求
欲
が
何
等
そ
：の
制
限
を
知
ら
ざ
る
如
く
、
交
換
の
擴
張
に
.も
亦
$

の
制
眼

が
置
れ
な
い
f
凡
ゆ
る
人
間
は
等
し
ぐ
利
_
飲
に
支
配
さ
れ
て
ゐ
.る
が
故
に
、；
凡
て
は
叉
交
^

に
參
加
せ
ん
と
す
。
そ
れ
故
斯
か
る
理

.

.

.

.

 

-

 

.

.

.

.
' 

-

 

"

'論
に
と
つ
て
は
、
南
等
交
換
を
制
限
し
、
姐
窖
す
可
き
.理
由
が
存
さ
な
5

0
つ
ま
り
自
由
交
換
經
濟
を
理
想
型
と
し
.て
取
扱
ふ
。

.
然
し
悟
性
的
思
惟
に
相
應
し
、
.且
つ
，斯
か
ろ
性
格
を
持
つ
純
释
經
濟
學
は
經
濟
霖
0

m
發

點

：で
あ'る
に
•し
て
も
、；
そ6

總
て
で
は
な

.
ン
. 

-
- 

,

v'
.
i 

/ 

• 

• 

■ 

•
. 

- 

.

い
？
_旣
、に
へ
ー
ゲ
ル
は
悟
性
を
思
惟
沿
動
の
ホ
可
缺
.の
出
發
點
と
認
め
る
が
、
■他
^

そ
れ
は
思
惟
活
動
の
全
部
で
は
な
く
、
之
に
次
の

如
く
，

1

，定

の

制

限

を

附

し
'て
ゐ
る
:'
0『

4

て
然
る
に
更
に
ま
た
斯
う
言
は
れ
■る
の
が
常
で
あ
る
.、悟
性
は
餘
り
に
行
き
‘す
ぎ
て
は
な
ら
ぬ

'
と
？
こ
P
う
.ち
に
.は
' 
悟
性
的
な
も
.の
が
勿
論
究
極
の
名
の
で
は
な
''
<
.却
.つ
て
有
映
な
も
の
ゼ
あ
り
、

ー
曆
詳
し
く
言
へ
ば
、 

co
'

o
>o
to
.
? 

o
v
s
.

io
co
-
o
. 0
.0
0
.
.
0

 

0
0
0
 

o
.
oo.
'
o 

o
.
.
. 

o

 

o

 

o
.
'
o 
0
.0
.
.
.
0
. o

な
も
C
は

そ

れ

力

極

馱

ま

で

追

ひ

つ

め

ら

れ

る

と

：き

は

反

對

の

，も
の

.に
轉
ず
る
•

(

傍
點
ば
筆
者)

と
い
ふ
正
當
な
こ
と
が
含
ま
れ
て
ゐ 

る
。
抽
象
の
，う
ち
に
轉
々
す
る
こ
.と
は
靑
年
の
.遺
り
方
で
あ
り
、
.經
’驗

，を

積

ん

だ

人

は

柚

象

的

：二
者
擇
一
，

(

筆
者
註
、

1

規
定
へ
の
固 

fl)

に
關
係
せ
ず
し
て
、
具
體
敗
な
も
の
に
賴
る』

.
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V

さ
て
®
i
i时
な
も
»
が
悟
胜
的
な
^
の
と
し
て
自
身
徹
底
せ
し

め
ら
れ
、『

極
限
ま
で

l

ia
-
ひ
A
め
ら
れ
る
と
-t
反
對
の
も

のに

轉
ず

を』

と
ぐ
^
が
、
.そ
れ
は
可
k

よ
っ
て
行
.は
れ
る
か
。

へ.
1ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
思
惟
の
第
二
の
契
機
と
し
て
の『

辯
證
法
的
卽
ち

.i;
 

.
 

■
 

.
 

.
/
.
: 

.
 

'

消
極
的
丨
理
蚀
的
契
機
1
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
。

;

.

.

,
'

.

旣
に
述
べ
ゼ
如
く
、
思
惟
&
第
ー
の
契
機
た
る
ぎ
使
は
意
識
に
與
べ
ら
れ
た
多
樣
の
規
定
の
統
ー
た
る
具
體
的
對
象
か
ら
一
規
定(

例 

^

:
經
濟
欠
る
規
定)

を
抽
象
1
來
り
> 
こ
れ
..に
固
執
し
、
こ
れ
を
獨
立
に
存
す
る
も
の
と
看
做
し
、
從
っ
て
こ
の
柚
象
的
一
規
定
は
他 

の
規
あ(

例
、
政
治
、
法
律
等
の
非
經
濟
的
規
8

か
ら
明
瞭
に
分
離
さ
れ
、.
區
分
さ
れ
.て
ゐ
.る
;:
0

と
I

で
旣
に
.こ

の

抽

象

的

一

規

定

、
 

.は
他
0
規
定
を
棄
て
去
る
と
ぃ
ふ
制
限
の
下
に
於
亡
得
ら
.れ
た
も
の
'で
あ
る
か
ら
し
て
"
：そ
れ
自
體
制
限
さ
れ
光
も
の
.で
あ
り
、
限
り

.

を
有
.っ
た
も
の
、
：卽
ち
有
限
な
も
の
で
あ
ス
V

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
悟
性
は
抽
象
的
一
規
定
は
他
の
規
：定
か
ら
：獨
立
fc
^

.

.の
と
し
て
'.
こ
れ
に
固
執
す
る
9
然
し
乍
ら
悟
性
が
抽
象
的
一
.規
定
に
固
執
し
ノ
-
'こ
れ
を
：獨
立
さ
ー
せ

'、
徹
底
的
亡
ど
こ
ま
1で
も
抽
象
的 

.
1
.
M
定
、
.例
へ
ば
^

:
經
濟
ば
純
粹
經
濟
だ
と
.主
張
し
よ
ぅ
と
.す
る
な
ら
ば
*
.反
.っ

：て

益

々

，
明

瞭

•に
ぞ
の
對
立
的
規
定
：た
る
非
經
濟
的 

:
,亂
.定
を
必
®

と
す
。
へ
时
と
な
れ
ば
、
純
粹
經
濟
が
雜
經
濟
と
し
.て
徹
底
さ
れ
得
る
に
，は
、
換
言
ず
れ
ば
純
粹
經
濟
が
眞
に
純
粹
經
濟 

'■
'■た
»)
-
得
る
忙
は
\'
政
洽
、
法
律
等
が
非
經
濟
的
な
>

對
立
的
な
規
定
を
缺
き
得
：な
ぃ
の
セ
あ
っ
.て
、
.非
邂
濟
と
袞
ふ
對
立
的
規
定
が
な 

.
け
^

ば
雜
經
濟
と
一
苏
ふ
規
宠
は
考
へ
得
ら
^

な
ぃ
か
ぢ
で
あ
る
0
丁
度
純
粹
に 

.

た
無
を
考
へ
へ
ぬ
眼
り
、
。考
へ
ら
れ
な
ぃ
に
等
し
い
。
斯
く
.て
|
2性
が
自
己
を
極
限
ま
，で
徹
底
さ
せ
>
,
純
粹
經
濟
を
純
粹
經
濟
と
し
て
主 

張
し
よ
ぅ
と
す
る
時
は
、
反
っ
て
そQ

對
立
的
規
定
た
靠
經
濟
的
規
定
を
爵
に
必
要
し
、
從
っ
て
純
粹
■

そ
の
もQ

は
そ
の
獨 

,
:ノ
，
轉

鐘

絨

濟S

.
國
防
經
濟
學
的
饨
格
；
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ノ

(

：1
3£
.
5 

立
性
を
炎
ひ
純
粹
經
濟
は
否
宛
さ
れ
る
。
.

： 

.

_

斯
か
る
悟
性
的
な
抽
象
的
思
惟
規
定Q

否

定

作

用

を

、

へ

ー

ゲ

ル

は

思

惟

の

第

一

！
.の

契

機

た

る

辯

證

法

的

若

く

は

消

搦

的

理

性

的

側 

.

:

面
と
呼
び
、
夂
の
如
く
定
義
し
て
ゐ
る
。f

辯
證
法
的
契
機
は
か
や
ぅ
な(

話
、：

.悟
性
的
な)

有
限
的
諸
規
定
の
本
來
的
自
己
企
揚
で
あ

ベ
り
、
且
I

I

對
I

れ
た
る
規
定
I

行
I

る』

：I

':
.

/

■

、 

’

、

_

;
:
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.

'
さ
て
思
惟
の
第
ニ
の
契
機
で
.あ
.る
辯
證
法
的
思
惟
.は
柚
象
的
.
|規
釔(

例
純
释
經
濟)

を
否
定
し
去
る
か
ら
、
.
こ
.の
點
確
か
に
消
極
的

. 

. 

. 

.

作
用
で
あ
る
が
、
-然

し

こ

の

辯

證

法

の

否

定

作

用

に

否

定

.し

去

る

消

極

的

作

用

に

と

ど

ま

る

.ば

か

り

で

，な

く

、

同

寺

に

積

極

的

な

.

.

.

. 

■
.-
. 

■.

.
作
艿
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
積
極
的
作
用
を
營
む
も
の
こ
-そ
、

へ
-7

ゲ

ル

が

思

惟

，の

第

三

の

契

機

と

な

す

1

の『

思
辯
的
卽
ち
篇 

'

的
丨
理
性
的
契
機』

で
あ
る
。
卽
ち
辯
證
法
的
思
惟
に
於
で
は
、
最
早
悟
性
が
.固
執
し
て
ゐ
た
抽
象
的j

規
定
そ
の
も
の
は
否
定
さ
れ 

.て
ゐ
る
が
、
そ
の
-一
規
定
の
存
立
を
可
能
な
ら
し
め
る
制
限
規
定
た
る
他
の
規
定
を
持
つ
た
一
規
定
が
保
存
さ
れ
る
。
斯
く
て
一
規
定 

と
他
の
規
定
と
は
全
然
別
個Q

もQ

と
し
て
孤
立
し
て
存
す
るQ
で
は
な
く
、

一
 

規
定
が
一
規
•定
た
り
得
る
に
は
、̂V

I
Q

存
立
の
契
機 

と
し
て
旣
に
他
の
規
宠
を
含
むQ

で
あ
る
？
卿
ち
一
規
定
と
他
の
規
定
と
の
鋳
於
性
は
統
一
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬo

斯

く

す

る

こ

と- 

に
ょ
つ
て
、
思
.

は
杣
象
的
な
も
の
か
ら
S

具
體
的
兔
、
規
定
的
な
も
の
に
移
行
し
得
る
。
さ
れ
ば
へ
ふ
ル
は
、
こ
の
思
辯
的
な 

も
の
の
特
質
を
次
の
如
く
規
定
し
て
ゐ
る
0『

思
辯
的
な
も
の
卽
ち
積
極
的
丨
理
性
的
な
%

の
は
對
立
を
な
.せ
る
諸
規
定
の
絲
一
.を
把
握
. 

す
る
、
卽
ち
諸
規
定
の
解
消
と
移
抒
と
の
ぅ
ち
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
肯
定
的
な
も
の
を
把
屋
す
る』

(

0

と
°

(

©
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-
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...

と
こ
ろ
で
悟
胜
的
思
惟
に
相
應
す
る
純
粹
經
濟
學
も
"
.へ
ー
ゲ
ル
のI

K

ふ
如
く
、『

そ
れ
が
極
限
ま
で
.追
ひ
っ
め
ら
れ
る
と
き
は
反
對 

の
も
の
に
轉
ず
る
。』

何
と
な
れ
ば
、
純
粹
經
濟
學
か
ら
し
て
は
、

I

つ
の
危
險
な
る
行
き
過
ぎ
が
起
り
易
い
か
ら
で
あ
る
。
純
粹
經
濟

. 

.

■

 

V
' 

.

.

.

學
者
は
.と
か
く
自
己
の
思
惟
構
成
物
を
坐
活
の：

現
實
と
同
，

1

視
し
が
ち
で
あ
る
。.
斯
く
同r

視
さ
る
こ
と
は
屢
々
瞥
吿
さ
れ
て
ゐ
る
に

拘
.ら
ず
、
往
々
㈱

.
り

返
し
^

.は
れ

て

ゐ

る

。

そ

し

て
今
日
尙
ほ
純
粹
經
濟
學
が
支
配
的
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
だ
け
に
'
抽
象
的
體
系
を

- 

• 

' 

. 

*

.
具
體
的
な
坐
活
に
押
附
け
ん
と
す
る
危
險
は
I

大
き
い
。
悟
性
的
思
惟
が
麗
の
唯
一
S

S

遍
書
な
る
手
段
と
認
め
ら
れ
て 

ゐ
る
時
代
に
於
て
は
、
多
様
な
規
定
の
.統
ニ
た
る
乳
體
_

な
坐
活
は
科
學
の
_鋳
象
と
し
て
諸
部
分
に
分
解
さ
れ
、
そ
し
て
こ
の
各
部
分 

は
自
律
的
な
、
自
己
法
則
に
從
ふ
領
域
な
り
と
考
ベ
ら
れ
る
。
‘且
っ
單
に
思
惟
の
出
發
點
と
し
て
の
み
存
す
る
區
分
と
獨
立
化
を
現
實 

の
存
花
と
混
同
す
。

.

'
 

‘

バ 

•
..
.

.
而
も
悟
性
的
思
惟
に
ょ
っ
て
柚
象
化
さ
れ
、：

獨
立
化
さ
れ
た
純
.轉
經
濟
の
領
域
に
於
て
は
、
旣
に
指
摘
し
た
如
く
、
專
ら
合
理
性
が
.

... 

- 

•

支
配
す
る
と
看
做
さ
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
',
凡
ゆ
る
人
間
の
經
濟
行
爲
は
最
少
の
手
段
を
以
っ
て
最
大
の
.收
益
を
墩
げ
ん
と
の
經
濟
の 

-

本
則
な
る
合
理
的
^

己
法
則
に
從
つ
て
行
は
れ
る
と
み
る
。
そ
し
セ
凡
て
非
合
理
的
動
機
は
排
除
さ
れ
て
し
ま
っ
て
ゐ
を
。〕

な
る
ほ
ど 

人
間
の
坐
活
及
び
行
爲
に
於
て
合
理
性
が
特
に
最
近
の
一
世
紀
間
に
非
常
に
進
歩
を
遂
げ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
だ
が
人
間
が
全
く

•ひ

.

合
瑯
的
な
、
純
悟
性
的
な
存
在
と
な
：る
に
到
っ
た
.と
考
へ
る
.の
は
誤
り
で
あ
る
0

.

• 

• 

• 

! 

*

;

藍
し
悟
性
に
f

で
.感
情
は
本
來
常
に
現
實
の
賛
S

成
者
と
し
て
最
も
墓
な
も
の
で
I

。
否
な
吾
人
は
世
界
史
の
流
れ
を

.

ゝ

•.
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.
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四

:'
\

0 

そ
の
根
本
に
於
て
感
情
的
な
力
と
：合
理
的
な
力
*
感
情
と
悟
性
と
の
不
斷
の
鬪
爭
に
外
な
ら
ぬ
^
云
ひ
.得
る
.
0一
 

つ
の
力
が
党
全
に
他 

の
力
を
支
配
し
得
る
も
の
で
は
.な
い
。
た
.だ
そ
の
支
配
の
程
鹿
が
變
る
だ
け
で
あ
る
。
合
理
性
を
王
座
に
即
か
せ
た
啓
蒙
主
義
の
時
代 

:
に
次
い
で
、
感
,

|

|

義
|

が
|

。
塵

裏

に

次

，い
で
.

f

九
世
紀
後
半
か
ら
世
界
大
戰
迄
は
經
濟
と
技 

術
の
發
展
時
.ft
が
生
じ
、
.と
P
時
代
は
合
理
性
の
無
制
限
な
絕
對
化
を
齎
ら
し
た
。
現
實
の
生
活
は
合
理
性
、
悟
性
の
支
配
ひ
下
に
、
. 

柚
象
化
さ
れ
、
分
解
さ
れ
，.
次

第

；に

そ

の

實

體
.を
失
つ
た
。

:

''
.

:

斯
か
る
現
實
の
解
離
を
特
に
經
濟
の
領
域
に
目
擊
す
。
.經
濟
事
象
は
凡
ゆ
る
坐
々
た
•る
關
聯
か
ら
解
離
•さ
れ
、人
'々
は
柚
激
化
さ
-H
,、 

獨
立
化
.さ
れ
た
經
濟
.の
み
令
知
る
0
近
代
の
經
濟
理
論
を
支
配
す
る
因
果
的
機
械
的
經
濟
觀
は
人
間
生
活
と
經
濟
と
の
關
聯
を
も
分
離 

し
.て
し
ま
つ
た
。
經
濟
過
程
は
人
間
の
關
與
、
影
響
な
し
に
、
自
然
必
然
的
に
營
ま
仉
る
過
程
と
考
へ
ら
れ
た
o
斯
く
經
濟
過
程
か
ら 

人
間
を
排
除
し
、
，經
濟
を
抽
象
化
し
、
..
獨
立
化
'す
る
所
の
悟
性
的
思
惟
を
極
限
ま
で
追
ひ
ら
め
た
の
は
シ
ユ
ン
ぺ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
彼 

は
純
粹
經
濟
學
.の
對
象
を
次
.の
如
く
規
定
し
て
ゐ
る
0
.

『
經
.濟
の
具
體
的
形
態
及
び
其
他
の
諸
關
係
が
何
で
あ
れ
-常
に
如
何
な
る
所
に 

.於
で
も
—

財̂
貨
數
量
の
.制
限
姓
が
、
.經
濟
行
爲
に
課
ず
る
或
る
種
の
必
然
性
を
記
述
し
、
そ
の
歸
結
'を
導
出
す
る
こ
■と
が
經
濟
學
の 

粮
本
問
題
で
あ
るJ

I

,

と
。
.換
言
す
れ
ば
.

『

財
貨
數
量』

こ
そ
彼
に
と
つ
て
純
粹
經
：濟
の
要
素
で
あ

り

、

M -
粹
經
濟
學
の
對
象
で
あ 

る
。
そ
しV

被

は

、

：

純

粹

經

濟

學

を

以

つ

て

、

交

換

關

係

に

於

け

る
一

定

財
-^
數

量

の

お

瓦

依

存

關

係

、

即

ち

函

數

的

關

係

の

み

を

說 

明
す
可
き
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。 

*

:
.

(

餘(

木
村
、
安
卯
雨
氏&

シ
ュ
ン
べ
丨
タ
ー
理
論
經
濟
學
の
本
質
ネ
王
要
内
容』

三
，

H

ハ
頁
、
:

.
.

.

斯
く
抽
象
的
な
、
分
離
的
な
悟
性
的
，思
惟
が
そ
の
極
限
に
達
す
る
と
、
こ
の
柚
象
的
一
说
定
へ
の
固
執
を
否
定
す
る
所
の
辯
證
法
的 

思

惟

、

同

時

に

抽

象

的

，
一
規
定
を
他

.の

規

定

と

の

結

合

、
，
銃

|
,に
於
て
肯
库
す
る
所
の
思
辯
的
思
惟
が
現
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯 

か
る
對
立
性
か
ら
對
立
性
の
統
，一
へ
、
乃
至
は
差
別
か
ら
宪
別
の
統
一
へ
、
否
な
間
周
か
ら
中
❖

へ
の
復
歸
遝
動
は
、
旣
に
大
戰
以
後 

過
度
の
合
理
主
義
に
對
す
る
反
動
と
し
て
現
は
れ
た
。
純
粹
抽
象
は
、
生
々
と
し
た
關
聯
、
統
一
を
分
離
す
る
が
故
に
、
そ
の
愛
當
性 

を
失
つ
‘た
。
分
離
作
刖
を
營
む
怊
性
に
爾
し
、
銃
ー
作
用
を
な
す
感
情
が
种
び
現
は
れ
て
來
た
。
物
的
な
も
の
に
對
し
、
稗
び
人
間
的 

な
も
の
が
前
面
に
现
は
れ
て
來
た
。
人
爲
的
に
分
離
さ
れ
た
も
の
を
M-
び
自
然
の
結
合
に
窗
ら
し
、
個
別
を
有
機
的
全
體
に
結
合
せ
ん 

と
十
る
努
力
を
到
る
處
に
於
て
菩
々
はH

擊
す
。
感
情
に
對
す
る
恬
性
の
優
位
、
具
體
的
れ
も
の
に
對
す
る
抽
象
的
な
も
の
の
優
位
、 

精
神
的
な
も
め
に
對
す
る
物
资
的
な
も
の
の
優
位
、
人
間
に
劉
す
る
物
の
優
位
‘
協
同
體
に
對
す
る
個
人
の
優
位
に
到
し
反
動
が
現
は
. 

れ

た

.0

. 

- 

. 

. 

' 

■
,

..

斯
か
る
反
動
は
經
濟
學
に
如
何
な
る
轉
換
を
齎
ら
し
た
か
。

、
 

、

.

.

U

 

一
 

.

吾
々
は
斯
か
る
轉
換
を
齎
ら
し
た
代
表
衮
士
し
て
シ
ユ
パ
ン
、
ゴ
ッ
ト
ル
の
名
を
擧
げ
得
る
。
兩
者
の
學
說
は
多
く
の
装
興
が
存
す 

る
に
し
て
も
ゝ
經
濟
の
本
ぼ
に
關
す
る
そ
の
根
本
兑
解
に
於
て
一
致
し
て
ゐ
る
。
い
ま
ラ
ウ
ム
ハ
双〕

に
從
ひ
、
そ
の
ー
致
點
を
擧
げ
れ
.

ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

ベ

^

ン
 

_
Y
g
r

w
. La

u
m
,
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e

 

g
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轉
換
期
經
讀
學.Q:

國
防
經
濟
學
盼
蚀
格.

,

'一
^

. 

.
(
I

六
o)

1
、

兩
#

は
經
濟
を
' 

凡
ゆ
る
非
經
濟
龍
素
か
ら
獨
立
し
、
自
己
法
則
に
從
つ
て
作
用
す
る
、
孤
立
化
さ
れ
た
領
域
と
み
な
い
。 

彼
等
社
寧
ろ
經
.■濟
を
*

よ
り
大
き
な
全
體
に
布
機
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
部
分
領
域
と
解
す
。
經
濟
は
淡
し
て
自
己
法
則
に
從
つ
て
作 

用
す
る
領
域
で
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
切
自
的
設
定
の
自
雜
性
が
缺
け
て
ゐ
る
。
特
に
シ
ユ
パ
ン
は
こ
以
點
I:
强
調
b
、
經
濟
は
經
濟 

領
域
外
に
存
す
る
目
的
の
爲
め
の
手
段
に
過
ぎ
ぬ
と
說
い
て
ゐ
る
。
卽
ち
經
濟
行
爲
は
自
已
目
的
の
達
成
に
あ
る
!0
で
は
な
く
、
よ
り 

高
い
目
的
の
達
成
に
あ
る
の
で
あ
る
と
。

.
:

•
,

.. 

こ.-‘
< 

. 

.

.

.

.

.

. 

. 

. -

一一、.
經
濟
は
抽
象
的
な
、
闽
數
的
な
、:̂
術
的
.な
ノ
機
械
的
な
過
程
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、.一

定
の
法
則
に
從
つ
て
生
産
さ
れ
、
交

換
に
供
さ
^T

そ
し
て
消
費
さ
れ
て
行
く
所
の
物
的
財
貨Q

.

合

成

に

過

ぎ

ぬ

も

の

で

は

な

い

.0
經

濟

は

人

間

によ
る
坐

々

た

る

！
！
^

で

■
: 

- 

' 

.

'
.あ
る
。
社
會
坐
活
の
內
に
經
濟
は
坐
れ
、
そ
の
一
部
と
し
て
經
濟
は
そ
の
姿
と
本
質
と
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
とO

 

、

.
-

然
し
.シ
ユ
バ
ン
は
自
己
の
：經
濟
學
を
全
體
主
義
經
濟
學
と
呼
び
、
ゴ
ッ
ト
ル
は
生
活
經
濟
學
と
名
づ
.け
て
ゐ
.る
。

.

藉
し
シ
ユ
パ
ン
の
全
體
主
義
は
社
會
卽
ち
全
體
を
本
源
的
な
も
の
と
^

、
個
人
卽
ち
部
分
を
派
坐
的
な
も
の
と
み
る
。
彼
は
全
體
主 

_

の
.ア

ン

チ

テ

ー

ゼ.は
個
人
主
義
で
あ
^

、
■
そ
れ
は『

個
人
を
必
然
的
に
•
.
. 

•
精
神
上
自
己
規
定
的
な
、
自
己
充
足
的
な(

自
足
的
な)

、 

恰
も
獨
立
の
ア
ト
.
.ム
と
し
て
；
：
絕
對
的
な
個
人
と
し
て
考
へ
る
。』

(
註
一
.

)

こ
れ
に
反
し
全
體
书
義
の
蕋
本
的
範
疇
はf

全
體
性』

で
あ 

る
と
。
こ
の
範
疇
は
ヵ
ン
ト
流
で
意
味
で
の
主
觀
髮
思
惟
形
式
レ
と
考
へ
ら
れ
ず
、
寧
ろ
客
觀
的
存
莅
形
式
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ 

の
.全
體
性
の
範
疇
が
凡
ゆ
る
存
在
'.の
支
配
购
な
、
基
礎
的
な
範
疇
で
あ
る
と
。
社
會
は
全
體
性
の
全
く
.一
つ
の
特
殊
な
現
は
れ
で
あ
る 

と
®
，こ
の
蕋
本
的
脆
_

は
彼
に
.あ
つ
て
は
全
く
神
秘
的
性
質
を
帶
び
る
こ
と
に
な
る
0
何
と
な
れ
ば
、
彼
は
そ
の
範
_
を
全
世
坭
の
窮

.
極
的
な
實
體
で
あ
り
.'
1
8凡
.ゆ
る
存

在

の

.本

源

と
み
、て
ゐ
る
か
ら
.で
あ
.る
。
郎
ち
日
く『

各
全
體
：は
そ
れ
自
身
部
分
セ
あ
り
、
各
部
^ .
は
ょ

り
高
い
.奋
體
を
示
現
し
、
そ
し
て
結
局
神
を
承
現
すJ

 (

註
ニ》

と
0

'

飞
'

:

.
.
.
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ノ
斯
く
絕
對
化
さ
れ
た
個
人
へ
，の
固
執(

個
人
主
*)

も
-
一
絕
^
 

Q

固
執(

全
.儒
主
義)

も

、
.
執

れ

も

悟

性

的

思

惟

で

あ 

.

b
、
斯
か
る
思
惟
を
極
限
ま
.

S

ひ
づ
め
t

非

變

的

な

：、
：神

秘

：主

義

に

f

 

c
.現
實
の
社
會
坐
活
は
個
人
義
と
全
體
義
の
對 

立
を
辯
證
法
的
|

思
辯
的
に
止
揚
し
、

^

1
す
る
|

に
ょ
っ
て
把
握
し
.得
.ら
れ
る
0\
.斯
か
る
立
場
を
と
る
の
が
ゴ
ッ
飞
ル
の『

社
會

.

.
v
^
, 

. 

,
r

..
'
'■:
:

.:

.
; 

:

.

,
,藉
し
ゴ
ッ
ト
’ル

は

人

間

：の

協

同

生

活

+を『

數

千

年

爛

を

逋

じ
.て
包
栝
的
_

體
驗
さ
.れ
.た
事
象
の
茑
大
な
流』

^

の
體
徽
さ
れ
た
事
象
は『

決
し
て
混
亂
し
、
無
秧
序
^

流
れ
行
く
冬
の
で
は
な
く』

‘

一
つ
の
^

^
が
支
配
し
、
こ
の
秧
序
の
_

こ
そ 

人
間
の
社
#

的
協
同
生
游
の
:̂
わ
い
谓
握
蓄
.
^急
_
提
で
あ
る
と
。『

こ
の
秩
序
.は
構
成
さ
.れ
た
存
在
と
し
て
.直
觀
し
得
る
含
で
あ 

W

こ
の
權
威
き
れ
た
#

在
に
體
驗
'$
.れ
た
事
象
は
.例
外
な
し
に
常
.に
支
配
，さ
れ
て
ゐ
る
0
そ
れ
故
比
險
的
に
125
:
.つ
て
、.
^
在
、遇
去
、
‘ 

未
來
に
於
弋
吾
>

總
|

運
ル
で
行
.ぐ
が
の
，カ
强
い
流
菡
|

於
て
.
の
釗
定
は
結
局
こ
の
鞲
成
で
あ
る』

(

？

士

ヮ

'

.. 

■ - 

• 

.

.

.

.

.

.

. 

• 

.

. 

.. 

.

.こ
れ
等
構
成
慕
た
も
の
の
單
位
を
社
會
驚
體
.と
呼
び
、
■そ
れ
等
社
會
構
^

轉
換
期
經
擠
擧
の
國
防
經
濟
學
的
性
格
• 

.
-

 

' 

1

七

C
1
1
)



パ

.
:
:轉
換
期
經
濟
學
.の
國
防
經
濟
學
的
性
格

/

:
. V

:.
-:
二
.

：
'
'
. 

<1

八
'
.

a
i

l
)

'■

さ
れ
、
そ
れ
等
ば
そ
の
生
活
の
現
實
性
.を
表
は
す
と
.o
rこ
れ
等
構
成
體
竝
び
妄 

一

緖
に
組
合
さ
れ
て
協
同
素
を 

+f
l
成
す
る
様
式
を
直
觀
す
る
と
と
こ
そ
、
IE
に
«

同
坐
活
を
^

の
現
實
の
■#
在
に
於
て
把
®

す
る
要
臥
で
あ
7

0
そ
れ
故
菩
人
に
し
て

:

そ
れ
を
：正
し
くE

l

つ
眞
に
把
握
す
る
線
に
沿
は
ん
と
す
る
な
ら
ば
' 
吾
人
は
協
同
生
活
を
ば
常
.に
_
成
體
に
於
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら

■

 

'

ぬ』
(

註)

^

。
- 

:

■
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V 
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哉
ン 

G
c
U
l
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w
b
s
n
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55*

社
會
鞲
成
體
は
或
る『

非
空
間
的
現
實』
で
あ
り
、
決
じ
'て『

一
つ
の
固
定
.し
た
存
在
の
島
喚』

で
は
な
く
、
寧
ろ『

體
驗
さ
れ
た
事
象
の 

不
斷
に
全
體
に
秧
序
づ
け
ら
れ
た
流』

で
あ
*る
と
。
社
會
鞲
成
濃
は
現
實
性
な
る
性
格
を
持
つ
が
、
決
し
て
感
性
的
に
知
覺
さ
れ
る
も 

<D
e
f
t^.
v>
o

こ
り
現
實
性
な
る
性
格
ゆ
個
人
の
人
格
と
は
，全
く
異
つ
た
も
の
で
あ
る
。
個
人
の
存
在
形
式
は
社
鲁
^
成
炉
の
存
在
形 

式
と
は『

全
く
異
つ
た
現
實
存
我
の
面
に
あ
る
。』

そ
れ
故
個
人
と
_
成
體
と
は
恰
も『

部
分』

と『

全
體』

の
如
き
關
係
七
立
ち
得
る
も
の 

で
は
な
い
。『

構
成
體
に
し
て
も
、
3t
-
社
#

と
考
へ
ら
れ
た
協
同
坐
'活
に
し
て
も
假
り
に
全
體
と
着
做
す
時
は
部
分
を
根
本
力
ら
異 

つ
た
或
る
もQ

と
者
へ
る
こ
と
が
出
來
な
い
。

一
つ
の
感
性
的
銃一
體
と
し
て
、
從
つ
て
嚴#

に
空
間
的
に
體
化
さ
れ
た
或
f

の
と 

し
て
、，IR
個
人
は
恐
ら
く
そ
れ
自
縣
非
空
間
的
な
.全
體
の
部
分
た
る
役
割
を
果
す
箸
で
あ
ら
ぅ
か
。
そ
れ
故
明
か
に
社
會
に
築
す
る
個
人 

從
つ
て
協
同
坐
活
に
對
す
る
個
人
の
生
活
は
稂
本
的
に
全
く
異
つ
た
關
係
に
あ
る
笹
で
あ
る』

(

註
ソ
と
。
'

、

' 

(

註Y 

E
b
e
n
d
a
.

 

S. 74. 

-

斯
く
て
ゴ
ッ
ト
ル
の
見
方
は
個
人
主
義
と
全
體
主
義
と
を
止
揚
せ
る
も
の
で
ぁ
る
。
卽
ち
ー
.
.方に於て：個人主義の如く協同

坐

活

を

猶

對

化

さ

れ

た

個

人

ゝ

の

單

な

る

集

合

乃

至

關

係

と

，み
，る

こ

と

を

否

定

す

。

然

し

他

方

：
に

於

て

\
金
體
主
義
の
如
く
、
豫
め
神
秘 

的
に
絕
對
化
さ
れ
た
全
體
が
存
し
、
、そ
の
部
分
と
し
て
個
人
が
生
ず
る
と
み
る
こ
と
も
否
定
すo

斯
く
共
に
絕
身
，匕
さ
t
た
固
、
t
全 

.
體
と
を
否
定
す
t

同
時
に
、
社
會
雷
體
を
支
へ
、
_
成
す
る
.者
と
し
てQ

個
人
：

j
g

び
に
個
人Q

態

度

を

決

定

す

る

.も

の

と

し

て

の 

秕
會
構
成
體
を
肯
定
す
。
更
に
詳
し
く
云
へ
ば
、

一
つ
の
社
會
_
成
體
に
所
屬
す
る
個
人
は
そ
の
態
度
^
於
て
本
質
上
^

^

に̂
.よ
つ 

'
て

決

定

さ

れ

る

。

こ

の

點

全

體

、義

的

で

あ

る

:0
だ
が
他
方
こ
の
個
人
の
熊
度
は
構
成
體
の
存
續
、
發
展
に
對
し
決
定
的
な
も
の
で
あ

'
-る
。
浩
し
個
人
が
最
早
橄
成
體
の
本
質
に
甚
づ
く
協
同
體
の
要
求
に
從
は
ぬ
な
ら
ば
\

_
成
體
は
崩
壤
し
、
退
比
し
、.
結
司
孜
#
的
痈

•
 

.
 

.
 

-

.實
：か
ら
金
く
消
去
つ
て
し
ま
ふ
。
こ
の
點
個
人
主
義
的
で
あ
る
0

だ
が
權
減
體
.は
決
し
て
個
人
の『

集
合』

で
は
な
い
。
そ
れ
は
個
人
達
' 

の
上
位
に
あ
る
質
注
的
な
秧
疗
龃
織
で
あ
る
。
つ
ま
り
個
人
と
一
社
會
權
成
體
は
相
互
に
條
件
づ
け
、
.相

.五

に

支

持

す

る

關

係

'に
立

|

ち
、 

從
つ
て
個
人
_

と
齒
主
義
な
る
對
立
は
誤
つ
て
管
、
現
實
を
見
失
ふ
もQ

で
あ
り
、
た
だ
こQ

對
立
性Q

止
揚
、
銃

j

の
み
が 

IH
し
く
人
間
の
協
同
生
活
の
現
實
を
把
握
し
得
る
と
9
. 

.

' 

.と
こ
ろ
で
社
會
_

成
體
と
し
てQ

.

人
間
協
同
生
活
に
は
如
何
な
る
基
本
的
諸
關
係
が
存
す
る
か
、
又
こ
の
截
本
的
諸
關
係
に
相
應
し 

て
如
何
な
る
部
分
的
稱
成
體
が
形
成
さ
れ
る
か
。
こ
れ
等
の
問
題
に
關
し
次
に
オ
ッ
ト
オ
•
シュタィン§

のゴットル解說に從
 

，.
.ひ、
.■その

■要點を說明しよぅ

.

.0

(

0
 

v
g
r

ctto 

Stein, 

E
i
n
f
i
i
h
i
g

 in 

die 

G
rundlehre 

v
o

 
日 Wirtschaft&leben. Berlin, 1938. S. 75 
決
.

ゴットルによれば、

.人
間
の
協
同
生
活
の
.基
本
的
諸
關
係
.は
意
思
關
係
で
あ
り
、
.更
に
詳
し
く
云
へ
ば
、
そ
の
一
は

『

坐

活

の

和
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轉
換
期
經
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學
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防
經
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學
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1
1

0

2

六
四) 

合』

で
ぁ
り
、
そ
の
ニ
は『

坐
.活
の
.不

和』

で
：ぁ

り

、

そ

の

三

は

『

坐

话

の

困

窮

』

で
^

'
'
:協
同
生
活
の
核
心
を
な
す
意
思
と
意
思
と
の
‘關
係
は『

灼
面
的
な
合
意』

で
ぁ
石
。
；そ
れ
は
單
な
る
意
思
と
意
思
と
：.の
ム
致
乃
至
協
カ
1 

,
以
上
の
も
の
を
意
味
す
P
,何
と
な
れ
ば
、
協
定
や
契
約
の
場
合
.に
於
け
る
如
き
外
.面

的

な

合

‘意

も

亦

一

致

と

協

力

と

を

齎

ら

す

か

ら

で 

ぁ
る
。
寧
ろ
內
面
的
合
意
は
，行
爲
者
達
を
し
：て
凡
て
の
點
に
於
て
、絕
ぇ
ず
互
に
意
思
を
疏
通
さ
せ
る
.の
で
ぁ
る
。
そ
れ
は
人
々
が
契
約
.. 

を
®

行
せ
ん
と
し
て
坐
ず
る
偶
發
的
な
協
力
で
.は
な
く
、
寧
ろ
不
斷
の
相
亙
の
意
思
疏
通
で
ぁ
り
、
そ
れ
か
ら
し
て
凡
て
の
協
カ
が
自. 

づ
と
坐
ず
る
。
と
の
際一

つ
の
意
思
は
他
の
意
思
を
無
條
#

に
肯
定
す
。
' そ
し
て
こ
の
合
意
は
最
も
根
深
く
協
同
坐
活
の
內
に
存
し
、

.

そ
の
成
党
を
根
柢
か
ら
：可
能
な
ち
し
め
る
。
從
つ
て
そ
れ
は
他
の
*

思
關
係
，
例
へ
ば
單
な
る1

致
に
先
立
ち
、
：；一

つ
の『

銮
本
的
關 

.
係J

.

と
特
微
づ
け
ら
れ
る
。
吾
人
に
し
.て
.こ
の
意
思
と
意
思
と
の
內
面
的
合
意
を
人
間
協
同
坐
洁
の
塞
本
的
，關
係
と
解
す
る
な
ら
ば
、 

『

坐
活
の
和
合』

な
る
事
實
が
明
ら
.か
と
な
る
と
。

.
\

.
こ
の
內
面
的
合
意
は
同
^

に『

員
も
本
源
的』

な
f
tn
心
關
.«
で
ぁ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
斯
か
る
杓
面
的
合
意
は
第
一
に
最
も
單
純
な
協 

.同
坐
活
に
見
出
さ
れ
る
の
で
ぁ
り
、
..：例

べ

ば

母

性

愛

ゃ
>
同
じ
.血
統
0
,者
の
結
合
に
見
出
さ
れ
る
。
而
も
こ
の
結
合
は
單
に
同
時
代
に 

生
き
る
人
タ
の
間
の
み
な
ら
ず
，
祖
先
と
子
孫
と
の
間
に
：も
見
©

さ
れ
る
。
彼
等
は
：こ
.

Q

共
通
の
血
の
つ
な
が
り
と
內
面
的
合
意
と
を 

自
覺
し
、
從
つ
て
彼
等
は『

我
々』

と
し
て『

他
入』

か
ら
自H

3

を
區
別
す
。
そ
の
上
彼
等
は『

共
通
.の
歷
史
的
强
命』

に
遭
遇
し
、
.共
通
の 

.
言
語
に
邀
づ
い
て
、
、

『

獨
自
の
習
慣
と
志
向』

と
を
造
り
出
す
。
'吾
々
は
人
間
協
同
生
活
の
事
象
が
最
も
根
深
く
こ
.の
內
面
的
合
意
、
卽

. 

• 

' 

.

.

.

. 

■ 

• 

V 

- 

-

■ち『

坐
活Q

和
合』

に
ょ
っ
て
動
か
さ
れ
て
ゐ
.る
の
を
み
る
。
だ
が
こ
©
’際
血
.綠
に
ょ
っ
.て
っ
な
が
れ
た
團
體
は
、
そ
れ
が
自
然
に
與
へ

.
ら

れ

た

も

の

な

る

が

故

に

、
他

の

『

我

々i

と
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
：消
滅
し
得
る
如
き
圑
體
よ
り
も
常
に
無
條
件
に
優 

.

/或

星

f

他
：の
.意
！
と
が
論
條
.#
に
一
致
す
る
所
の
第
一
の『

生
活
の
和
合』

と
粒
ん
で
、
更
I

I
 |

の
基
本
的
意
思
關
f

し
て 

『

清

の

不

和』

が
擧
げ
ら
れ
る
o 

f

夫
，
,

の
董
が
属
の
意
思
を
抑
壓
し
、
否
定
せ
ん
こ
と
を
目
指
ず
場
合
が
あ
る
。
斯
か
る
憲
 

i

思
と
の
衝
突
は
、
.結
局
鬪
雷
係
爭
や
、
.暴
行
i

き
起
す
こ
と
に
I

O

そ
し
て
斯
か
る
意
思
關
係
は
明
ら
か
に
協
同
生
活
を 

脅
す
もQ

で
}
り

、『

生

活

の

不

和

.！
な

る

第

二

の

.基

本

的

關

係

と

し

て

全

て

協

同

生

活

を

根
柢
か
ら產

す
。
.

協

同

坐

透

第

三Q
_

的

關

保

は

意

S
|

と

能

力

と

の

關

係

で

あ

.る

o

憲

に

は

限

り

が

無

く

、
能

力

に

は

眼

.
^
が

あ

る

か

ら

、 

兩
者
I

に
根
本
的
な
矛
盾
が
坐
ず
。
.吾
々
は
こ
の
矛
盾
を
排
除
し
得
る
も
の
で
.は
な
く
、
寧
ろ
そ
れ
を
綾
和
し
得
る
.に
過
ぎ
な
い
。 

即
ち
菩
々
は
行
爲
を
技
術
的
に
調
盤
し
*
能

力

を

增

す

こ

と

，
に

ょ

つ

て

こ

：
の
矛
盾
に
，對

抗

す

。

と

と

ろ

で
人
間
の
協
間
生
活
は
人
々
が 

ニ
頗
る
多
篇
な
意
思
I

さ
ん
と
し
て
篇
さ
れ
る
の
：で

あ

る

背

.
憲
と
能
力
の
こ
の
矛
盾
は
又
協
同
生
活
を
根
抵
t

脅
か
す
。 

.そ
れ
.故
又
こ
の
矛
盾
を
協
同
生
活
の
諸
基
本
的
關
係
の
一
：つ
と
し
て
擧
ぐ
可
き
で
あ
り
、t
れが

！ }-

生
活
の
.困
窮』

と
呼
ば
れ
るo

ろ
で
.

.n 

ノ
は
，
.こ
れ
‘等
三
つ
の
協
同
生
活
の
.基
本
的
書
_

係
に
應
じ
て
、.
篇
生
活
な
る
社
會
權
成
體
は
ヨ
つ
の
部
分 

的
構
成
體
ょ
り
f

と
o

,

l

lの
和
合
に
'基
づ
い
て『

協

同
體

の

驚』

が
、
生
活
の
不
和
S

.
し
て『

權
ヵ
I

成』

が
，
春

の

.疆

I

 
て 

r

s
養

』

が 

I

f

。

' -
V
 

へ

'

/
 

.

韻

一

に

唐

の

和

合

、

■卽
ち
內
甜
别
f

思
が
な
け
水
ば
協
同
生
活
の
構
成
I

の
存
續
ぬ
保
證
も
與
へ
ら
れ
ぬ沒
從
つ
セ
着
の
和 

合
は
人
間
協
深
i

f

根
柢
に
存
し
、
：且
つ
同
時
に
そ
の
最
も
本
源
的
な
基
本
的
意
思
關
係
で
I

。
，そ
れ
故
生
活̂

轉
i

■

麗
濟
學
的
性
格 

一
二 

5

'
 

-



- 

. 

■ '

'

C
H
,

六)

づ 

<『

協
同
體J

な
る
部
分
的
構
成
體
は
他
の
部
分
的
.權
成
體
の
根
柢
を
^

す
。
斯
か
•る
協
同
體
な
.る
.部
分
的
構
成
雙
家
族
や
、
氏
族
. 

や
、
種
族
や
、
國
民
と
し
て
現
は
れ
：る
"

而
も
今
日
吾
々
.
に
と
つ
て
最
高
の
■協
同
體
は
國
民
で
あ
り
、
從
つ
て
凡
て
そ
の
^

體
、
'网
へ
f
家
族
や
、
.氏
族
に
對
し
窮
極
、の
決
定
者
で
あ
る
。
そ
れ
故
今
晶
民
協
同
體
の
構
成
は
根
本
的
な
、
窮
極
の
決
定
的
な
人

間
協
同
坐
活
Q

_
成
で
あ
る
■ 

°
:
 

. 

\ 

.
家
跋
と
國
民
と
汰
協
同
體
な
る
植
成
體
と
し
て
獨
自
の
、
超
個
人
的
朱
活
單
位
で
あ
る
0

そ
れ
等
は
內
面
的
合
意
の
精
神
に
於
て
行
. 

は
れ
る
事
象
の
秧
序
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
個
人
達
は
こ
れ
等
稱
成
體
に
於
て
一
定
の
地
位
、
例
へ
ば
家
長
、
父
、
母
、
兄
弟
、 

子
供
等Q

地
位
を
占
む
。
諸
社
#

科
學
、
從
？

經
8

も
個
人
を
見
出
*
、̂
.そ
れ
か
ら
出
發
し
、
後
か
ら
個
人
を
何
と
か
し
て
裏■ 

や
國
民
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
斯
か
る
.個
人
か
ら
出
發
す
る
方
法
は
協
同
生
活
の
現
實
へ
接
近
す
る
こ
と
を
不
可
能
な
ら 

し
め
る
® 

ノ 

-

扭

て

賽

と

しV

 

S

民

協

同

霄

襲

せ

ん

冬

ば

、
社

會

獄

、
從
つ
5

_

痣

同

篕

S

象
に
注
意
高
け
る
可
き

で
あ
る
。
觅
に
詳
し
く
云
.へ
ば
、
協
同
生
活
の
事
象
が
同」

.の
血
、
同
一Q

言
語
、
同
一
の
歷
史
的
運
命
に
甚
づ
い
て
行
は
れ
る
限
り
、 

こ
^

疋
注
意
を
向
け
る
可
き
で
あ
る
°

然
る
時
は
こ
の
事
象
が
生
活
の
和
合
な
る
蕋
本
的
關
係
に
支
配
さ
れ
て
居
り
、
こ
の
蕋
本
的
關 

係
は
自
ら
旣
に
事
象Q

秩
序
づ
け
を
S

し
t

ゐ
る
.こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
.と
と
ろ
で
忘
秩
序
が
個
人
管
ょ
つ
て
益
々
理
解
さ 

れ
、
..是
認
さ
れ
る
と
"

同
人
達
は
こ
の
秩
序
の
存
續
を
可
能
な
ら
し
め
る
ょ
ぅ
な
態
度
を
と
る
に
至
る
。
そ
し
て
と
の
事
象
が
繰
り
返 

さ
怍
、
秧
宇
が
.絕
ぇ
ず
存
續
す
る
と
、
そ
こ
.に
國

民

協

同

體

が

_

成

さ
れ
る
。 

，
へ

斯
か
る『

協
同
體』

な
る
鞲
成
體
と
し
て
國
民
は
、
他
の
社
會
櫸
成
體
と
同
様
*

そ
の
_
成
體
に
地
位
を
占
め
る
岡
人
の
総
體
.に
依
虜

/ 

.

.

.

.

.

.

し

て

居

り

、

だ

が

反

對

.に

個

人

も

構

成

.體Q
#

在
.に
依
據
し
て
ゐ
る
。
然
し
同
一
血
族
の
個
人
の
總
體
と
國
民
協
同
體
なる

！！

成
體
と 

.
は
®

街
に
厥
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
r
國
民
協
同
體
は
世
代
の
變
灣
と
は
無
關
係
に
存
續
す
る
か
ら
で
あ
るO 

•
然
ら
ば
協
同
坐
活
の
策
ニ
.の
恶
本
的
意
思
關
係
た
るr

生
活
の
不
和』

は
何
故『

權
力
の
構
成』

を
齎
ら
す
か
.0'

.

蓋
し
、
上
述
の
如
ぐ
、
生
活
の
和
合
は
協
同
坐
活
の
存
續
を
明
ら
か
に
促
進
す
る
が
'、
こ
れ
に
反
し
坐
活
の
不
和
は
最
も
f
f
iし
く
協
. 

同
生
活
を
脅
か
す
？
坐
活
の
和
合
の
場
合
の
如
く
に
、
生
.活
の
不
和
か
ら
し
て
は
旣
に
自
か
ら
協
同
生
活
の
構
成
は
坐
じ
て
來
な
いo

逆
に
生
活
.の
不
和
に
對
し
て
は
、
こ
れ
を
抑
制
し
、
協
同
體
の
.構
成
を
防
衞
す
る
立
場
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
.換
言
ず
ル
ば
、

一

' 

_ 

. 

' 

■

.
 

.

つ
.の
構
成
體
の
，內
部
、
.乃
至
糨
成
體
と
_
成

體

の

間

に

意

思

と

意

思

と

の

衝

突

が

生

じ

.、

.
そ

の

結

果

協

同

坐

活

が

破

壌

さ

れ

る

危

險

を 

,
防
止
す
る
爲
に
、_
こ
れ
等
衝
突
す
る
意
思
を
抑
制
す
る
所
の
、
.第
三
.の
且
つ
そ
れ
等
の
上
位
に
あ
る
强
カ
な
意
思
を
必
要
と
す
。
斯
か 

る
意
思
こ
そ
權
カ
で
あ
ゃ
。
そ
し
て
こ
の
權
カ
が
眞
に
構
成
體
の
存
續
を
保
證
す
る
に
は
、
單
に
他
の
意
思
を
.抑
制
す
る
に
と
ど
ま
^* 

ず
.
同
時
に
そ
れ
.に
自
由
活
動
の
余
地
を
與
ふ
可
き
把
あ
り
、
强
制
と
自
由
の
持
續
的
調
和
を
許
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
？
そ
し
て
歷
史 

が
尕
す
凡
ゆ
る
支
配
關
顏
は
權
力
の
構
成
で
あ
り
、
.今
日
そ
の
最
も
包
括
的
に
し
て
決
定
的
な
植
ガ
權
成
體
は
國
家
で
あ
る
と9 

, 

.次
に
協
同
生
活
の
第
三
の
蕺
本
的
意
思
關
係
な
るr

坐
活
の
闲
窮

！̂は
何
故『

經
濟の

！！

成』

1
齎
ら
す
か
:0
■■
.

へ

.

.蓋

し

協

同

生

活

は

未

だ

經

濟

的

狀

態

に

達

せ

ざ

る

久

，し

い

以

前

か

ら

協

同

體

竝

び

に

權

カ

を

_
成
し
た
。
そ
の
當
串
尤
於
て
は
欲
求

-

.

.
 

.

.
グ

. 

.

.

.

.

.

. 

• 

■ 

. 

. 

■ 

_

.の
調
達
は
な
ほ
.占
有
と
肩
然Q

'

生
產
と
に
ょ
つ
て
行
は
れ
て
ゐ
た
。
例
へ
ば
原
始
時
代
の
.種
族
は
植
物
の
採
集
や
狩
獵
を
行
つ
た
に
、
‘

,

.

■

轉
換
期
經
濟
學
の
國
防
經
濟
擧
的
姓
格
:

•
 

.
• 

(
一

六
.七V

.

.

.

.

. 

パ

：

、
-
 

.
 

. 

、 

a-



轉
換
期
鸫
濟
擧
の
阈
防
經
濟
學
的
性
格 

二

四

、(
1

六
八〕

'

.:

.
:纩
ぬ
'0
斯
か
.る
欲
汆
0
調
達
は
#

*

#ら

協

同

體

：の

跌

序

及

次

支

酿

關

係

^'
從

づ
.て
枝
は
れ
た
。：

然
る
に
經
濟
は
次
^
霍

に

初

め

.て

•

:

:

.

:

-

.

.

'

.

,

:

.

.'
:
■
. 

■

.■
'
.
\

'

 

-

,

.

.

.

.

.

.

-

■■
■.:
構
成
さ
れ
：る
の
で
あ
る
。
：：卽
も『

生
活
の
困
窮』

な
る
脅
威
に
對
ム
協
同
生
活
の
®

存
續
を
保
證
す
る
如
豸
^

- 

- 

.

.

. 

. 

. 
ノ 

' 

' 

.... 

- 

. 

•

. 

.
:•
- 

• 

■ 

■ 

• 

•
• 

■

.

:

”
 

'
る
場
合
に
於
て
I

る
。
そ
れ
故
經
濟
は
欲
f

調
達
と
I

續
的P

和

 ̂

:

「
〔

欲
求
と
調
達
の
持
續
的
調
和
t
目
指
す
經
濟
驚
體
は
そ
の
根
截
に
於
て
同
時
に
掘
同
體
な
メ
構
成
體
.で
あ
り
、
又
權
ヵ
構
成
體
で

あ
るa

例
へ
ば
農
家
な
る
經
濟
*

成
體
は
欲
求
士
P

達
を
.不
斷
.に
調
和
せ
し
め
ん
i

す
る
も
.の
で
あ
る
^
同
時
に
、
農
家
は
家
族
な
る

.

.

.

. 

• 

' 

>

.

■.
協
同
體
に
恶
づ
い
て
居
り
、
'更
に
農
夫
.と
そ
の
妻
、
子

供

:,
雇
人
と
^
間
の
猶
々
の
支
配
關
‘係
が
存
す
。
今
日
最
も
包
括
的
に
し
て
狹 

■

定
的
な
經
濟
權
成
體
は
國
民
經
濟
で
あ
り
、
.そ
れ
は
同
時
に
國
民
協
同
體
.な
る
鞲
成
體
に
銮
睽
を
置
き
"
又
國
家
な
る
權
ヵ
構
成
髒
に

.

. 

. 

.

. 

. 

.
-
.
.

ノ

ー
.

.

.

.

-

，

.

.

.

.

.

.

.

.
'
'
.
烫
配
さ
れ
る
。
バ
'.
;

'
V

:

'
' 

V
-
.
,
.
: 

o
. 

• 

. 

, 

.

.
:

:
■
. 

. 

- -
■
•

.

.
 

■ 

一
 

. 

.

.

.

. 

. 

•

!

,斯
く
て
經
濟
は
協
同
供
活
を
脅
す『

生
活
の
困
窮
1
に
對
杭
し
、
.欲
.求
と
調
達
の
持
續
的
調
和
を
訃
り
、
以
つ
て
協
'

.
J

の
存
續
を

. 

. 

-
'
. 

.

.

.

.

.
、

• 

V 

.

.

.

. 

.

.

:

保
證
せ
ん
と
す
る
權
成
體
で
あ
る
。
^

づ
て
經
濟
の
使
命
は
、
從
來
の
經
濟
學
，が
識
く
如
く
'
單
にr

最
大
可
能
の
財
貨
の
供
給』

だ
.け 

.，.
で
ば
な
い
？
襻
ろ
協
同
生
活
自
體
の
.存
續
を
保
證
す
る
爲
に
、
單
に
財
貨
を
供
給
す
る
に
と
ど
ま
'ら
ず
、
M

に
，國
民
經
濟
を
鹜
固
に
構
，
 

成
し
、
銃
一
的
に
迅
速
に
指
導
し
得
る
や
ぅ
：に
し
、
へ
そ
の
盛
衰
を
外
國
に
依
存
せ
し
め
ず
、
且
つ
國
防
上
の
諸
要
求
を
滿
し
、
戰
時
に
_

.

も
そ
の
存
立
を
可
能
な
ら
し
め
る
等
々
が
經
濟
構
成
の
使
命
で
あ
る
？
つ
ま
り
協
同
坐
活
の
不
斷
の
存
續
を
保
證
す
る
こ
と
が
經
濟
の

.

. 

- 

;

-

■

■

-

,

.

.

-

.

.

.

.

.

 

' 

-

凡
ゅ
る
使
命
の
種
類
と
範
圍
を
決
定
す
る
の
で
ぁ
る
々
^

-

'

.

-:
•

.

'
兹
に
於
て
協
同
坐
活
の
部
分
的
.構
成
體
た
る
經
濟
と
他
の
部
分
的
構
成
體
な
る
協
同
體
竑
び
に
權
力
と
の
相
互
關
係
が
明
ら
か
と
な

る
®
:

協
同
體
も
、
權
*

p

も
、
.經
濟
も
共
に
協
同
生
活
の
存
續
を
保
證
す
る
と
ー
其
ふ
同
ー
使
- #
を
持
つ
て
ゐ
る
0 

.た

だ

協

.
^
-
體

の

權

成

は

旣
に
根
柢
に
於
て
こ
の
使
命
を
解
決
し
て
ゐ
る
o
換
言
ず
れ
ば
,
協
同
'f
i
tの
秩
序
^.
旣
に
生
活Q

.

和
合
S

礎

を

置

き

、
且

つ

協

同

生

活
の
事
象
ゆ
內
面
的
和
合
の
精
神
に
於
て
行
は
れ
る
限
り
'
協
同
素
の
存
續
に
對
ず
石
保
證
は
旣
に
協
同
體
に
ょ
つ
.て
興
へ
ら
れ
て

ゐ
る
。
協
同
坐
活
'は
そ
の
，最
も
根
柢
に
於
て
協
同
體
の
坐
活
で
あ
る
0
然
し
こ
の
：使
.命
の
解
決
は
性
活
の
不
和
と
崇
の
困
窮
と
に
ょ

つ
て
絕
ぇ
ず
脅
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
協
同
坐
活
ぼ
更
に
.權
力
を
、
最
後
に
は
經
濟
を
目
指
し
て
鞲
成
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 

- 

; 

• 

:

. 

.そ
れ
故
經
濟
は
終
局
の
ん
間
協
同
生
活
'の
部
分
構
成
で
あ
る
。
.:
.

權
力
と
經
濟
は
旣
に
根
本
：に
於
て
協
同
體0

構
成
に
ょ
り
解
決
マ
れ
て
ゐ
る
同
一
の
使
命
を
問
題
と
す
。
そ
れ
故
兩
者
は
協
同
體
の 

'
梢

成

に

.仕广
る
に
過
ぎ
ぬ
。
家
政
や
國
民
經
濟
.の
如
き
經
濟
鞲
成
體
は
獨
立
に
存
す
る
も
の
.で
は
な
い
。
そ
.れ
等
の
基
礎
に
は
更
に
古 

/>
、

'更
に
決
定
的
な
協
同
坐
活
€
憐
成
と
し
.
.て
協
励
體
竝
び
に
權
力
鞲
成
體
が 

：

び
.に
國
家
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
今
日
の
經
濟
生
活
に
と
づ
.て
：は

、
，國

民

經

濟
I

、
.
欲
求
と
調
達
：

v

の
.根

本

矛

盾

に

對

し

一 

國

民

の.坐
活
の
存
續
を
保
證
す
る
所
の
.諸
經
濟
權
成
體
中
、
最

高

.
©ものである。

.
,

パ
 

•

,
斯
く
て
.ゴ
ッ
ト
ル
は
、
純
粹
經
濟
學
の
如
く
，
經
濟
を
抽
象
化
し
彳
獨
立
.に
.取

擞

ふ

こ

と

を

否

定

し

、

人

間

協

同

生

活

の

.一
部
分
的 

.
構
成
1

と
し
て
、
.專
ら
協
同
體
と
櫳
カ
と
結
合
さ
せ
て
0

み
、
.現
實
の
經
濟
は
正
し
く
理
解
し
得
る
と
說
く
.°
'

,
yト：

ル
(D
，社
會
_
齋
體
理
論
な
る
經
濟
學
は
"
從
來
の
純
粹
經
齋
學
に
對
し
、
如
何
な
る

:V

獨
t

性
格
を
持
っ
.か
，

；

：
' 

V

 

' 

■

ぐ

靱
換
期
經
濟
學
の
國
防
'經
濟
學
的
性
格
：

，
'. 

i
m

 

. (

H

r
、



.

.

.

.

.

.
腐
換
期
經
濟
學
の
.國
防
經
濟
舉
的
独
胳

:

.

ノ

.

'
v.
.

v

..

.':
u

“、

.
(
1

七
〇)

■

..
十
盘
紀
末
葉
か
ら.1.1

十
世
紀
8

に
か
け
て
の
'所

謂『

價

値

縣

論

爭

』

棄

ら
れ
て
ゐ
た
。
，
.
そ
しv

同
時
に
政
治
科
學
、
I

政
策
學
た
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
て
ゐ
卷
然
る
に
ゴ
ッ
ト
ル
は
：經
濟
學
が
同
時
に
政 

治
科
學
た
る
性
格
を
持
つ
こ
と
を
認
め
る
。彼

龙

に

昨
年
三
月
二
日
の
3

逸
法
學
會』

异

o

n

 

R

I

)

 

に
於
け
るr

政
治
科
學
と
し
て
の
經
濟
學』

-
な
る

講

演

の

最

後

で

'

次

の

や

ぅ

に

述

ベ
て
ゐ
るc 

f

だ
が
凡
.て
の

社

會

_

成

體

は
そ
の
坐 

活
力
を
蕴
也
ん
と
努
力
す
る
こ
|

よ
り
、
.そ
f

存
I

得
ん
と
努
め
る
。；
こ
れ
は
凡
て
f

生
ん
と
す
る
も

の

に

於

て

の

不

斷

の
成
長
ヵ
篇
當
す
。
社

鑫

成

證

內

部

に

於

け

暴

象

q

協
S

序
Q

_

i
高
め
：
：
、
又
同
？

外
部
§

す
I

I

.

同
秩
序
の
優
秀
I

高
め
ん
と
努
め
る
こ
と
に
よ
.り
、
農

の

：I

力
を
增
進
す

.0
:

.一
然
し
乍
ら
國
家
も
國
民
經
濟
も
自
己
目
的
と

、

畢

竟

す

る

に

：、
そ

れ

に

よ

つ

，
て

國

民

協

同

體

の

坐

活

力

を

增

進 

せ

ぎ

の

努

力

が

促

さ

れ

る

：こ
：

I

意

味

す
る
に
過

ぎ

な

い

：
.
：
。

こ

れ

に

よ

つ

て

旣

に

協

同

生

活

に

就
い
て
の
窮
極
の
言
葉
が
S

 

表
さ
れ
て
ゐ
.る
。
國
民
協
同
體.

0

生
活
.力
$

進
す
t

と
は
；直
證
活
の
疋
し
さ
と
し
て
S

し
得
る
。
權

成

靈

論

的

湯

が

生

活
の
現
實
t

得
l

l

l

f

巻

i

l

。

f

 2

凡

て

震

s

f

 

.1

猜

f

 

:
會

s

i

同

體
の
生
S

を
樹
進
せ
ん
ど
の
目
的
以
外
に
他
に
，
窮
極
目
的
を
I

に
持
ち
得
る
で
あ
t

か
。
こ
の
點
に
於
て
凡
^
^

た
だ
一
つ
：の
精
神
I

つ
：
：
。
然
し
こ
の
同I

精
神
は
、
輝

德

I

用

さ

れ

た

場

合

、
.
今

や

こ

の

成

長

し

つ

つ

あ

る

構

成

麗

論
 

的
思
惟
態
度
の
經
筆
の
內
部
に
も
ま
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
こ
ど
は
だ
が
少
く
と
I

翁
學
と
し
て
妥
當
す
る
^

求
を
頭
め
る
。
假
令
こQ

こ
と
を
觅
に
詳
細
に
論
證
す
る
義
務
が
私
に
は
殘
つ
て
ゐ
る
實
L V

て
も
で
あ
るc

そ

し

て

ミ

が

業

I

あ
I

楮
で
.あ
.る
。』 (

驻〕

と
。，，

.

、

.

■

.

'

.

:

i

- 

3

^

1
 

<
. 

I

-
 

-
P 

 ̂S

I

.

.
こ
の
f

れ

た

释

I

#

成
靈
論
的
思
惟
態
度
の
經
濟
學
が
|

科
學
と
し
て
安
當
す
I

と
I

s

論
證
す
る
義

皮
は
最
近
出
版
し
たr

經
濟
政
策
と
理
論
糖
な
る
著
書
に
於
て
果
し
セ
ゐ
兔
：

■

Tt
一
 

.
O
O
B
>

、彼
は
經
濟
學
が
眞
に
政
治
科
擧
た
b

f

に
は
次
の
三
つ
の
條
件
I

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.と
し
て
ゐ
今
^
 

k

i

學
I

I

I

力
は
I

I

靈

解

i

い
i

l

l

ず
、
.

S

義

理

f

同
時
|

か
に
國

I

I

Q

春
要
求
を
問
題
と
し
、
從
つ
て
坐
活
上
の
正
し
.さ
と
し
て
I

し
得
る
如
き
經
濟
藍
^̂
^

.
 

.

:.

. 

、
 

-
.
.
. 

-
 

• 

■ 

• 

■ 

■
;
.
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

で
な
け
^

ぱ
な
ら
ぬ
。 

• 

,

:

第
二
に
I

努
力
と
政
治
意
思
と
の
調
和
が
次
i

於
て
保
證
さ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
豐
經
濟
學
の
理
論
的
思
惟
は
經

.
濟
政
策
的
行
爲
を
支
持
す
る
所
の
實
踐
的
思
惟
に
對
し
役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
證
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

'
第
一li

に
經
濟
學
春
々
を
し
.で
I

上
芷
し
い
經
濟
政
策
の
本
質
1

解
せ
し
め
な
け

、
«i〕

G
otti, 

w
b
e
n
d
a
t

 

s、
99

.10
P

r

'

ぶ
ら
ば
權
或
體
理
論
的
思
惟
態
度
は
.第
一
.
：
の
條
件
を
如
.何
に
滿
し
て
ゐ
る
か
。
響
す
れ
ば
該
理
.德
は
：
同
續
に
生
活
上
の
蓝

と
し
て
響
す
る
經
濟
政
策
の
存
奢
自
ら
肯
_

る
如
き
、
經
濟
0#
義

理

解

に

如

何

龜

旣

に

見

へ

た

女

く

潜

• 

' 

:
 

. 

. 

ニ
-七

.'

(

ー七ご
 

,

.轉
换
期
經
濟
學
，の
國
防
麵
濟
學
的
蚀
格

'

'

パ

.



蠢
期
經
濟
學
S

I

霞

的

性

格

、 

二

八

‘ 

S

5

 

成
體
I

に
よ
れ
ば
、
i

人
間
協
同
1

國
民
i

l

f

し
て
f

れ

、

國

證

び

齒

濟

は

部

分

的

_

成

體

と

し

'
て

霞

民

i

,

Q
生

活

す

.I

l

f

る
1

1

^

f

 

l

l

i

靈

I

s

、
8

的

靈

I

り
、
こ
l

;

f

經

簾

‘
f

u
す
る
に
至
る
？

れ
故
こ
れ
に
よ
つ
て
權
成
靈
論
的
に
把
握
さ
れ
た
經
濟
そ
の
も
の
の
存
在
は
極
く
密
接
に
經
濟
政
策
の
存

容

、、.
合
す
そ
れ
に
よ
つ
T

f

經
濟
學
I

線

學

た

る

意

味

を

持

つ

第
 

一Q

條
件
た
#

i

l

f

。 

(

註)
E
b
i
a
.

 

S. 

.
I
f
. 

'

，、
然
ら
ば
第
二 

I

、
I

s

謹

的

I

經

靈

i

i

l

麗

的

思

惟

I

I

皇

明

力
如
何
に
璧
れ
る
か
。
踅

價

値

判

斷
|

以
來
、

一

般
I

濟
講
は
目
的
設
定
そ
？

の
単
與
し
得
f

の
で
は

な

く

、

“

奢

れ

音

的

を

實

現

す
I

如
何
な
I

f

 

s

f

t

 

■し

得

る

に

倉

產

I

れ
て
ゐ
た
。
つ
t

p

l
は
、

諸
f

 

I

し
、
所
I

f

 

I

蕾

l

i

f

 

I

I

一

客

覺

馨

i

ん
I

。
と

I

f

霞

_

農

I

I

I

雲

■

つ
て
ゐ
る
。
畫

”

1

雲

 

I

f

、
！

參

 

I

 
一
 

I

。

y

纛

的

な

誇

s

l

i

助
f

 

I

s

味
f

 

f

 

i

る
。
そ
i

l

く
L

的
M

く
C
こ
：
の
，
窮

豳(D
事
*
■'
に

よ

り

？

初

め

.
て

^ .
濟
^-
-國

民

.
に

仕

へ

る

と

：の

-#
葉
.の

深

い

意

味

.が

全

く

明

.ら

、か

に

な

る
o』 (

註
_
v 

w
r
*
し
實
踐 

臂
エ
し
て
こ
の(

癖
成
體
理
論
に
よ
つ
て〕

酸
化
さ
れ
、
完
成
さ
れ
た
思
惟
’を
以
つ
て
經
濟
生
沾
に
臨
み
、
從
つ
て
こ
の
思
惟
が
彼
の
行 

爲
を
支
持
し
*
又
そ
の
際
凡
ゆ
る
決
定
を
斷
行
せ
し
め
得
る
な
ら
ば
、(

糨

成

靈

論

の)

效
艰
ぬ
全
く
明
ら
か
で
ぁ
る
。
.…

彼
の
思
惟 

が
明
確
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
は
_

Q

S
に
對
し
如
何
な
る
精
神
的
態
奢
と
り
得
る
.
か
の
方
法
が
は
つ
f

と
す
る
。
從
つ 

て
明
ら
か
に
彼
の
精
神
的
態
度
が
問
題
と
な
る
に
到
る
。
そ
れ
故
確
か
に
襁
成
體
理
論
は
實
踐
盏
を
し
て
朦
朧
た
る
王
知
主
義
に
陷
れ 

ず
、
寧
ろ
こ
れ
と
は
全
く
反
對
に
、
實
踐
者
を
し
て
思
惟
に
於
て
現
實
を
明
確
に
把
握
せ
し
め
、
斷
平
と
し
て
虫
活
そ
の
も
の
の
中
に 

飛
込
み
得
し
め
る』

(

独
5

と
。 

:

(

竺

し

o
o
a
- 

E
b
e
n
d
p

 

S. 

S

(

註
一1>

.
E
b
e
n
d
a
.

 

s
,
1
2
0

 

,

. 

. 

. 

.

第
三
の
‘
條
件
、
即
ち
經
濟
學
は
坐
活
上W

し
い
經
濟
政
策
の
木
質
を
理
解
せ
し
め
る
と
の
條
仵
を
構
成
靈
論
は
如
何
に
滿
し
て
ゐ 

る
か
。
蓋
し
構
成
S

論
に
よ
れ
ば
、
妻

q

協

同

篕

は

凡
S

慕

谣

と

し

て
#

在
す
。i

か

る

篇
f

總
て
I

生
き
る 

も
の
と
しV

、

そ
S

成

霊

上

自

己

Q

生
活
が
問
題
と
I

。
從
つ
て
斯
か
る
糨
成
螌
存
育
言
付
か
ら
し
て
、
そ
れ
等
に
於 

け
る
情
成
作
用
ぬ
は
總
て
ー
つ
の
明
瞭
な
窮
@

目
的
が
設
定
さ
れ
て
ゐ
る
.°

即
ち
そ
れ
等
の
最
善
可
能
な
權
成
で
ぁ
り
、
つ
ま
り
觅
に 

可
能
-
そ
れ
等
张
活
力
の
增
進
で
ぁ
•
る

：

：
然

し

乍
I

の
增
進
は
當
然
か
の
協
同
秩
序
の
優
秀
さ
を
不
斷
に
高
め
る
こ
と
と
一
致
す 

丨

.
へ
こ
；の
精
神
に
於
て
協
同
^

活
の
理
性
、
.'

即
ち
逾
性
の
至
上
命
令
は
常
に
_

成
.の
^

の
窮
扉

'
.
轉
換
期
經
濟
學
.の
亂
防
經
濟
學
的
牲
格
；
.
.
パ
.
ノ
，：へ 

.
じ
矛

：

'

.
:
(

一
七
三)

：



I

'轉
换
期
經
濟
f

國
防
猶
濟
學
的
独
，

：

:

' 

:
 

.'一
 

.
：

：
§

. /
: 

,
.
a七
四)

\
み
I

で
科
學
的
認
識
が
旣
に
：充
分
に
坐
氣
登
實
庭
相
を
究
め
て
ゐ
る
服
A

凡
ゆ
る
實
踐
的
_
的
設
定
も
亦
科
學
的
に
鋳
さ
れ
るo

、自
ろ
で
こ
の
こ
と
は
そ
の
正
し
3

に

就

て

の

科

擧

ぎ

判

斷

に

ょ

つ

て

“
i

 

れ

る
-:
°

|

等

目

的

設

定

は

、
.
目

的

を

自

指

し

て

の

權

成

作

風

が

正

に

協

同

秩

序

の

優

秀

さ

を

ょ

り

强

い

稅

度

に

於

て

か

、

乃

菅

ょ
 

り
少
い
程
度
に
於
て
高
め
る
こ
と
を
約
す
か
に
從
つ
て
、
ょ
り
正
し
い
と
か
、
ざ
ほ
ど
联
し
'く
な
い
と
か
刹
斷
さ
れ
る
0
: 

• 

’ 

そ
0
.際
常
に
»

成
體
の
存
在
が
中
心
問
題
を
な
す
か
ら
へ
«
成
體
の
存
在
の
立
場
か
ら
し
た
正
し
さ
に
®

い

て

斯

か

る

段

^

的

判

斷
 

が
な
さ
れ
、
從
o
て
こ
び
際
袼
莅
の
疋
し
さ
に
就
い
て
判
斷
が
下
さ
れ
る
。

,

■
と
こ
^

で
一
や
の
大
規
模
な
講
成
作
用
と
し
.て
經
濟
政
策
は
先
づ
國
民
經
濟
を
間
題
と
す
.…

。

常

に

先

づ

.そ

こ

か

ら

し

て

、

次
い

で
こ
の
政
策
の
作
用
は
國
兒
經
濟
內
の
構
成
體
に
も
干
渉
す
る
の
で
あ
り
、
核
心
を
な
す
も
の
、
即
ち
國
家
財
政
*
:
.か
ら
ド
つ
て
は

最
後
に
家
政
に
及
.び
、
.そ
し
て
又
企
業
、n

ン

ッ

.*
ル
ン
、
組
合
，
市
場
等
の
凡
ゆ
る
經
濟
的
目
的
稱
成
體
に
も
干
渉
すo

そ
れ
故
常

に
國
民
經
濟
的
目
的
設
定
1
經
濟
政
策
管
身
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
先
づ
最
初
に
.國
民
經
濟
の
立
場
か
ら
し
た」

？
在
の 

IK
し

さ

に

就

：
い

て

の

科

學

g
f
：

脅
が
彼
を
助
け
る
？

会
ヵ
國
氏
經
濟
も
亦
自
己
目
的
と
し
て
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
國
民
に
仕
へ
る
ノ
：
：
そ
れ
故
政
策
の
科
學
的
援
坊
も
亦
國
民
經
濟 

の
，
立

場

か

ら

し

た

存

在

の

运

し

さ

忙

就

い

て

の

判

斷

に

と

ど

ま

る

わ

け

I

か
ぬ
。
だ
が
國
民
經
濟
廛
旣
に
I

國
家
と
結
び
つ
い 

て
丨
麗
協
同
體
の
實
現
を
助
け
る
や
ぅ
に
驚
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
常
に
文
國
民
協
同
體
の
立
場
か
ら
し
た
存
柱
の
花
し
さ 

に
就
い
て
こ
の
-科
學
の
段
階
的
判
斷
が
下
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
だ
が
こ
.れ
に
ょ
つ
て
生
活
の
構
、成
な
る
辜
實
に
於
け
る
窮
極
の

言
葉
が
總
5

ひ
表
さ
れ
る
,0
國
民
協
同
體
の
立
.場
か
ら
し
た
存
在
の
疋
し
さ
は
直
接
'(
0
生
活
の
正
.し
さ
と
し
て
安
當
し
锝
る
。

總
て
坐
活
上
正
し
き
政
策
は
結
.局
國
民
協
同
體
の
生
活
力
を
.增
進
す
る
七
、と
を
目
指
，し
て
ゐ
る
に
と
ど
ま
る』

(
驻)
と
0 

.

.

(

^

)

 

. Go
t
t
i
,

. Eb
e
n
d
a
.

 

s
,
1
2
6
-
S

. 

*

斯
く
て
、
ゴ
ッ
ト
ル
に
ょ
つ
て
代
表
さ
れ
る
轉
換
期
の
經
濟
學
は
、
.從
來
の
純
粹
經
濟
學
に
對
し
、
次
.
c
r如
き
轉
換
を
試
み
た
o

.

. 

第
一
は
杣
象
的
經
濟
學
か
ら
現
實
的
經
濟
學
へ
の
轉
換
で
あ
る
。g

ち
經
濟
を
凡
ゅ
名
非
經
濟
的
要
素
か
ら
獨
立
し
自
己
法
切
に 

從
つ
て
作
用
す
る
肚
#

と
し
て
、
■抽
象
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
否
定
す
。
每
ろ
現
實
の
經
濟
は
、
國
说
協
宿
體
纪
基
底
と
し
そ
の
上

に
國
家
と
共
に
'構
成
•さ
れ
た
部
分
的
稱
成
臌
で
あ
り
、
そ
れ
.ば
結
局
國
民
協
同
體
の
生
活
力
の
維
持
、
增
進
を
實
現
す
る
爲
に
歡
成
さ

. 

• 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

れ
る
も
の
と
み
る
。

第
二
は
純
理
論
的
經
濟
學
か
ち
同
時
に
政
治
科
學
た
る
經
濟
學
o /
:
轉
換
で
あ
る
>

へ
る
も
の
と
し
て
、
經
濟
學
は
自
ら
同
時
に
_

上
正
し
い
&

濟
政
策
の
目
的
設
定
を
も
可
能
.な
ら
し
め
る
と
。
換
言
す
れ
ば 

な
意
味
に
於
て
.の
政
治
經
濟
學
た
：る
性
栳
を
持
つ
に
至
.る
。 

,
.

.
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:

,
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I

I

同
時
I

經

憲

l

i

l

經
I

、

i

國
防
&

濟
學
た
る
性
格
を
.持
つ
。

. 

.
 

’
‘ 

'
•'

.
旣
に
經
濟
は
部
分
的
癖
成
體
と
.し
て
.國
民
協
同
體
を
基
底
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
窮
極
.，に
於
て
後
奪
の
、生
.活
ブ
の
*
^
持

_.
增

進

を

實

.

轉
換
期
經
濟
學
の
國
防
經
濟
學
的
性
.格

- 

•

.
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餺
換
期
經
濟
學
の
國
防
鸫
濟
堞
的
性
格 

一

一

三

2

現
せ
ん
が
楚
構
成
さ
H

で
あ
る
I

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
つ
t

國
民
が
出
發
I

t

。
そ
し
て
經
濟
は
國
民
協
同
體 

の
一
生
活
表
現
で
ぁ
る
。
從
つV

麗
盂
活
法
則
と
生
沾
の
必
然
性
と
が
經
濟
に
對
し
鋈
的
な
も
の
•
で
あ
る
。

■

ぎ

';
'
6で
、
1

ト
ル
沢
說
く
如
く
，
國
^

持
し
、

道

げ

る

こ

I

目
指
し
て
構
成
さ
れ
.る
a
國
民
協
同
體
は
不
斷
に
自
己
の
生
存
を
維
持
‘

霞

せ

ん

i

せ
ば
、當
然
又
自
己 

.:

''
:
-
|

存
を
篇
し
な
け
れ
ば
な1

.
0

斯
く
國
民
協
屦
■

己
防
衛
I

指
し
て
構
成
さ
れ
る
以
上
、
こ
の
構
成
の
裏
の
手
S

 

.

:し
5

部
分
的
構
成
體
た
る
經
濟
も
、
當
然
ス
國
防
經
濟
と
し
て
權
成
さ
れ
る
の
で
I

。.

バ
イ
ン
リ
ィ
ヒ
•
フ

ク

ン

o
こ

と

を
.
. 

.. 

.左
P
如
く
要
約
し
て
ゐ
る
。『

國
民
I

念
の
內
に
は
自
己
防
衛
な
I

徵
が
內
在
し
て
ゐ
る
y

賣
で
は
な
い
;0
從
.つ
•て

國

醫
f

、
國
民
の 

一
|

表
_

常
に
同
時
S

防
I

I

で
あ
る』

：I

。
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^
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.
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.仏

.04
.

.
更
に
T

ゴ
！

リ
ィ
ヒ
ア
5

衾

略
：々
5

を

持

ち

こ
の
政
洽
憲
に
從
つ
て
經
濟
は
國
防
經
濟
と
し
て
驚
さ
f

。
郎
ち『

國
防
經
濟
は(

.平

時

經

濟

其

他

と

域

ん

で

’

)

■經

濟
 

:

:

_

Q特

殊
I

面
I

す

？

は

な

く

、
'寧

唐

，に

、
+
經

蝥

ょ
丨
隹
化
さ
れ
た
s

 

|

阈
民
の
篕
.の
必
然
性
の
：凡

ゅ

る防
害
に
對
す

る

防

衛

的自
己
主
張
の政
霊

思

を

指

す

笤 

,:
(

部

全

。：特
に
彼
は
、
經
濟
は
本
來
常
S

防

經

濟

で

3
 

’

一
 
I

-

.

■

.

*

■
 

ぺ
..
•

.

 

“
rJ
e
.
1
'
:
•
.o
更
に
詳
し
く
云
へ
ば
、第
一
に
！

r

國

防

.

經
濟』

な
る
言
葉
を
用
认
る
土
、
恰
か
も『

國
防
經
濟』

は『

經
濟』

Q

或
る
特
殊
な
狀
態
の
如
く
胬
へ
易
い
。
だ
が
事
實
は
然
ら
ず
し
て 

『

總
V

6
經
濟
は
.種
々
：な
脅
威
に
對
し
自
己
を
防
衞
す
る
力
と
準
備
を
も
保
有
す
る
窖
で
•あ
る
。』

8

一P.

第
，

1
1.

に『
國
防
經
.濟』

.と
一K

ふ
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-
- 

.

.

.

.

.

，
二
：
- 

•
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‘ 

.
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.

I

. 

: 

,

言
葉
を
用
ひ
'る
と
、
普
通
國
防
力
と
.一
式
ふ
場
合
び
如
丨
く
ノ
恰
か
も
純
軍
事
的
意
味
に
解
し
、
國
妨
經
濟
を
軍
事
的
經
濟
乃
至
軍
事
的
要

■
.
■
: 

: 

.

■

V.
 

.
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-
' 

' 

.
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V
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へ
求
を
滿
す
爲
の
準
備
な
り
と
考
ベ
る
9
:然
る
に
國
防
化
は
凡
ゆ
る
.國
民Q

生
活
に
於
て
、
又
平
時
に
於
て
す
ら
、
自
己
：玉
張
の
爲
に
必

.

.

.

.
 

\ 

' 

• 

.

.要
な
の
で
あ
る
:0
第
三
に
國
防
經
濟
な
る
言
葉
を
以
つ
て
，
' 
と
か
べ
國
防
需
要
の
.充
足
に
從
事
す
る
特
定
の
：經
濟
部
門
乃
至
企
業
を
薄

-
パ-
. 

J
. 

. 

- 

,

'

/ 

-
.

.

へ
が
ち
で
あ
る
，が
、『

現
實
に
は
凡
ゆ
る
經
濟
活
動
は
多
少
と
も
.叉
.

1

般
的
な
、
政
治
的
な
。
單
に
軍
事
的
に
限
ら
れ
て
な
い
、

一
國
民

，

一
.
},
.
 

.

. 

. 

■ 

' 

.

. 

:

. 

.

'

.
の
防
衞
カ
に
役
立
つ
0
.で
あ
る
0』
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•
V'
-
斯
く
國
.防
の
生
活
.表
現
と
し
て
國
民
經
濟
は
常
に
同
時
に
.國
防
經
濟
で
.あ

る

こ

と

..が

確

認

さ

れ

れ

ば

•
吾

々

は

更

に

フ

ン

：ヶ
：と
共
に

/ 

v
l
t 
.
■
.
.
.
 

.•
 

.
 

.
 

..
 

V. 

' 

■

..
'
，次
の
如
き
重
要
な
凝
響
认
き
得
る
。
.
.
：
';■
■

.:
■
;

.
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'•
■
'
:-
.
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.

,
'
:
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.

*

„

.

へ

：，
第

_ー

 

に
'吾
々
は
最
早
平
時
經
濟
と
戰
時
經
濟
と
の
.根
本
的
對
立
を
認
め
得
.な
い
の
，で
あ
る
9 

.
戰
筚
は
經
濟
戰
と
し
て
は
既
に
全
：
<

0
 

一V'
、

平
^

に
於
て
I
.行
は
ル
、
■た
だ
戰
時
に
な
る
ど
そ
の
形
態
が
尖
銳
化：

さ
.

4
.

る
だ
け
.で
あ

へ

.ザ
あ
り
、」

然
ち
ざ
れ
ば
、」

そ
'れ
：は
決
し
て
眞
の
®

民
經
濟
で
：は
な
い
。『

確
か
に
國
防
經
濟
は
戰
時
に
篤
さ
ず
、
寧
ろ
國
民
の
窮
極
の
本， 

?
 

“
.
貧
加
ら
生
ず
|

の
、

平

戰

兩

時

の

：經

.濟
政
策
上
の
歡
成
原
理
.で
.あ
る
。』

S

1 >

ゴ
'ッ
ト
ル
自
身
も
平
時
經
濟
と
戰
時
經
濟
を
明
確
に 

轉
換
期
經
濟
學
の
國
防
經
濟
學
敗
性
格 

ゾ

H

H

,

2七
セ
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轉
換
期
經
濟
學
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防
經
濟
學
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^
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區
分
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
ゐ
る
。
皱
に
よ
れ
ば
、
斯
か
る
區
分
は
、
經
，濟
を
獨
立
の
、
自
己
法
则
の
世
#

と
み
る
、
非
現
實
的
な
自 

山
虫
義
的
經
濟
觀
の
遺
物
で
あ
る
と
。
斯
か
る
經
濟
觀
よ
り
す
れ
ば
、
戰
取
は
經
濟
の
自
己
法
則
を
機
亂
す
る
所
の『

非
經
濟
的
要
因』

 

の
最
も
著
し
い
例
と
さ
れ
る
。
從
つ
て
こ
^
非
經
濟
的
展
因
に
よ
つ
て
擬
亂
さ
れ
ざ
る
平
時
經
爽
こ
そ
正
常
な
、
健
全
な
狀
態
で
あ
り
、 

こ
れ
に
反
し
戰
時
^

濟
は
病
的
狀
_

と
し
て
嚴
枱
に
區
分
各
れ
る
。
と
こ
ろ
が『

そ
れ
と
は
反
對
に
"
戰
爭
は
經
濟
の
健
康
の
最
も
嚴
密 

:'
^
檢
奔
で
あ
る
'.
0

.平
時
經
濟
A
戰
時
經
濟
と
.が
报
-$
に
嚴
精
に
區
分
咨
れ
る
代
り
に
'、
'
.そ
，
れ
等
は
此
ハ
；
に

確

^

た

.
る 

る
0

:

:だ
が
恰
も
戰
爭
に
よ
<>
て
經
^

^
そ
の
粮
本
的
|
1
|蛛
卽
ち
欲
求
と
.調
達
と
の
.持
續
的
調
和
の
構
成
的
保
證
た
：る
意
味
を
失
ひ
、 

.つ

ま

り

持

續

は

戰
―
.
の
間
ホ
斷
さ
れ
、
.平
和
_

締
.結
後
初
め
て
叉
效
カ
を
發
坐
す
る
か
の
如
;<
^

へ
る
の
.は
明
ら
か
に
矛
盾
し 

て
ゐ
る
0
祐
.に
經
濟
は
假
命
戰
時
に
も
拘
ら
ず
そ
の
意
味
を
保
つ
：.こ
と
に
よ
り
、
<>
ま
り
經
^

ソ
あ
る』
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,
r

從
っ
て
第
1
1
.忙
經
濟
と
國
防
カ
と
は
共
に
撖
民
の
'生

活

の

敝

持

，
；發

展

の

，手

段

で

あ

る

0
-常
に
經
濟
か
ら
有
機
的
に
戎
立
し
た
軍
備 

こ

そ

最

善

：の
も
の
’で
あ
り
、
.平
時
經
濟
に
旣
に
內
，在
し
な
い
戰
時
經
濟
は
最
惡
の
，も
の
.で

あ

る

。

國

防

支

出

の

問

題

に

，就

い

.て
も
同
雙
. 

Q

こ
と
が
云
は
水
る
。
藥
國
防
支
出
に
對
しV

崎

！

ー
樣
の
見
解
が
對
立
し
て
ゐ
る
タ
ー
方
に
ル
て
”

ス
'ト
ム
ア
ィ
ー
”
 

'ル
、
ア
ド 

ル
：
.フ
•
ワ
.ダ
ナ
ー
、

ロ
^

ン
.、V
•.フ
ォ
ン
？V

ュ

夕

イ

ン

等

は

國

防

'支

出

の

國

民

經

濟

的

意

義

を

强

調

し

：
他

方

ヮ

グ

：ナ

<D
非
坐
產
性
に
關
す
る
英
阈
經
濟
學
の
幽
靈』

•は
そ
の
意
義
を
否
定
す
。
然
し
國
圾
經
濟
上
か
.ら
云
つ
て
、
國
防
力
に
對
す
る
支
出
は 

國
妈
經
濟
上
坐
谨
的
支
出
で
あ
り
、
つ
ま
り
リ
ス
ト
の
云
ふ『

假
■令
法
令
及
び
公
の
諸
‘制
度
は
直
接
の
價
値
を
坐
産
し
な
い
に
し
て
も

,
な
ほ
生
產
力
を
產
み
出
す』

急

意

味

：に
於
て
、
生
產
的
な
の
で
あ
る
0
假
0-
に
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步
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出
は
消
®

で
あ
P
、
從
つ
て
負
擔
で
あ
ら
ぅ
。
だ
が
そ
の
場
合
に
於
て
も
、
！1

つ

の
:^
'
と

を

看

過

す

る
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こ

と

は

出

來

ぬ
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あ
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あ
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『

軍

隊

は

平

和

の

保

證

で

あ

り

> 
軍
事
豫
算
は
國
民
が
そ
'の
市
民
的
、_
濟

的

獨

立

.に

對

し

て

支

拂

ふ

保

險

料

で
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:

ひ
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.

V 

-
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:.
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..'あ
る i

と
'

1
K

 
ふ

と

も

で-あ
.る

，0
'
.
:
‘
..

へ
.

；:'
V 

■

.

"

斯
く
て
隹
濟
は
國
民
め
生
存
を
維
持
ず
る
爲
の
鞲
成
體
で
あ
り
、"
從
つ
て
又
ぞ
の
自
已
防
衞
の
铸
.の
.構
成
體
と
し
て
、
常
に
同
時
に

.:

國

防

經

濟

な

る

構

成

體

で

あ

る

。
從

つ

て

經

濟

學

は

，國

防

，經

濟

學

的

性

.：格

を

同

時

に

持

つ

の

で

あ

り

、

コ
ル
プ

-

ス
'も

亦

次

の

如

く

期

J 

..

..

..

.
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- 
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，
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.

.
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成
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す

石
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ら

ぅ』 C

胜)

と 

o
.
'
:
,
.
: 

.

「

，
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.

.

'
■

:

.

■

'

:
く

，
.
.
'
:
. 

'
.
:■
.
:
:
い
..
':
、
：

I 

扨

て

；以

上

の

所

說

ぬ

未

だ

單

に

經

濟

の

本

質

を

明

ら

か

に

し

た

.に

と

ど

ま

今

<D
-
說

く

如

く'、
：，_經

濟

は

そ

：の
.本

質

に

於

て

■

ぐ
.
：-

/

.

'

:

,

;

' 

>
.

一-. 

:
:
:
;
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■
■■
■.
.

. 
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•
.
.
. 

,
、
.
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'
'
:
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:
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.
:
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. 

■
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V
常

に

ノ

國

家

と

共
^

^
分

鞲

成

體

ど

：じ

て

、

’：國
民
協
同
體
を
維
持
す
る
爲
に
_

成
さ
れ
る
も
.の
.で
あ
り
、
そ
し
て
斯
か
る
構
成
と
し
-て 

經
濟
は
間
時
に
國
防
經
濟
で
あ
る
。
然
し
本
質
は
直
ち
に
そ
'の
、ま
ま
の
姿
で
現
象
し
、
現
實
性
を
獲
得
す
る
尨
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
、

へ
轉
換
期
經
濟
學
の
國
防
經
濟
學
的
性
格

 

三

五
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轉
換
期
猶
濟
學
の
^
防
經
濟
舉
的
性
格 

一
一
エ
ハ(

1

八
o

>
、
■

.以
上
'Q
如
き
經
濟
の
本
質
は
、
自
$

本
主
義
段
階
に
於
て
は
、
軍
に
現
象
.の

背

後

に

隱

ル.た

本

質

の

世

、界

た

る

に

と

'ど

ま
つ
だ
o
.寧
，
 

ろ
本
贺
は
錯
倒
しV

現
象
し
、
恰
^
經
濟
.は
國
民
と
國
家
.か
ら
獨
立
し
、.
自

已

：の

法

則.に
：從
つ
；
.て

作

用

す

る

所

の

_

漱

的

世

#
と
し
て 

.現
は
れ
た
0
,郎
ち
國
家
的
制
約
を
脫
丨
、
_自
逛
攀
と
營
利
欲
と
.の
相
反
的
ヵ
の
作
用
に
ょ
ヵ
自
勘
的
に
調
節
さ
れ
る
所
0 *
、
、資

本

'の 

洱
张
座
、
蓄
嵇
過
程
と
し
て
現
は
れ
た
。
こ
の
錯
倒
し
た
現
象
が
否
定
さ
れ
、
，現
賓
に
本
質
.が
.現
象
す
る
に
は
，ブ
.定
0:
具
澧
的
條
件
を 

必
要
と
す
る
。
ぺ
ー
ゲ
ル
流
に
.云
へ
ば『

或
る
事
象
.の
全
條
件
が
完
全
に
備
は
つ
て
ゐ
る
場
合
は
ぞ
の
事
象
は
現
實
性
と
な
0
て
現
は 

れ
る』

C

0
の
で
あ
る
。
茲
に
於
て
齊
々
は
、
經
濟
が
间
時>

1

國

防

經

濟

.た

る

本

質

を

最

近

に

於

て

現

實

性

に

迄

轉

化

せ

し

め

た

所

の 

具
體
的
諸
條
件
を
明
ら
か
に
し
な
け
‘
ば
な
ら
ぬ
。
‘ 

,

,

• (

fi)

ff
i

ÔQ
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d
e
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 3 L0
g
i
r
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l
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t
S
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i
g
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A
u
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的 ab

e
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d
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户
tr
r
soq
.
 

r

V- 

H
e
n
n
i
a
g
.

 

B
e
r
l
i
a
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w

2
1P

V

斯
か
る
條
件
の
！

は
新
民
族
意
識
乃
至
國
民
意
識
の
覺
醒
で
あ
る
0

.
:
. 

,

■ 

• .

 

■

 
-

.
/ 

■
1

,'1..
、
 

•ト.

■籤
し
世
界
大
戰
後
、
.特
に
世
.界
恐
慌
を
轉
機
と
し
て
、
從
來
の
個
八
を
絕
對
視
す
る
合
理
主
義
的
國
霞
乃
.至
社
會
觀
に
對
し
、
民

族
乃
.至
國
民
を
一
つ
の
.有
機
的
統j

と
看
做
し
、
こ
.れ
を
絕
對
視
す
る
觀
¥

が
强
く
現
は
れ
て
.來
た
。
斯
か
る
段
族
乃
.至
a

民
觀
念
は
、

■.
 

:
 
.

 
-'
 
-

 

: 

...

■
. „ 
.

 

.

 

•: 

.

單
に
-
vル
マ
シ
民
族
の
.文
化
的
優
秀
性
に
對
す
る
反
省
を
,

. '
ナ
チ
ス
獨
逸
に
明
瞭
に
現
は
れ
來
た
ば
か
り
で
な
く
、
今
や
斯
か
る 

觀
念
.は
全
世
#

に
於
て
强
カ
な
歷
史
.の
構
成
力
.と
し
て
作
用
し
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
觀
念
に
基
づ
き
政
治
、經
濟
に
と
•ど
ま
ら
ず
-

凡
ゅ
る
文
化
領
域
は
そ
の
轉
換
支
經
驗
し
つ
つ
あ
る
.。
單
に
政
治
活
動
を
通
じ
て
民
族
、
杳
な
國
民
が
一
つ
の
統T

と
し
て
體
驗
さ
れ

.
 

•
 

...
 

..

.

,
. 

.
 

-. 

:

る
の
み
な
ら
ず
"
經
濟
活
動
に
於
て
も
そ
'れ
は
他
氏
族
、
他
國
民
と
の
間
に
於
け
る
自
已
於
族
乃
至
國
段
の
自
己
主
張
_
爭
と
し
て
體

S

れ
た
。

一

度
經
濟：

活
動
が
民
族
乃
至
翼
の
自
I

張
闘
f

し
1

s

t

を
.可
能
な
ら
し
め
る
如
く
構
成
す
.可
き
こ
と
が
現
實
に
要
求
さ
れ
たa

こ
，の
經
濟
を
.國

防

經

齋

的

に

！
！
成

达

ん

と

す

る

要

求

は

"

過

去 

,の
國
家
對
國
家
0
戰
爭
に
代
つ
て
11
|
:界
大
戰
に
於
け
る
國
民
對
國
民
の
戰
爭
た
る
全
體
戰
牮
の
經
驗
を
通
じ
、
特
に
强
め
ら
.れ
た
0 

.

、

第n

の
條
件
は
世
坭
分
割
の
完
了
で
あ
名
？ 

.

.

,

ン
ノ 

:

蔻
し
資
本主

！！

的
生
產
は
そ
.の
生
產
.技
術
，上
大
規
模
生
*

を
有
利
と
し
'た

。

こ

の

大

規

模

生

產

货

そ

れ

自

身

一

-»
つ
.の
矛
盾
し
た
要
求 

を
持
つ
。

1.

つ
は
無
限
の
市
場
擴
張
要
求
で
あ
り
、，

他
は
そ
の
P

#
し
た
市
場
を
他
に
對
し
で
閉
鎖
：せ
ん
と
す
る
要
ボ
で
あ
る
。
こ
の

矛
盾
せ
る
要
求
は
世
界
分
割
の
完
了
す
る
に
至
る
迄
は
明
瞭
に
意
識
さ
れ
.な
か
つ
た
。
所
謂
自
由
資
本
主g

段

階

に

於

て

は':
:
無
限
の
.

. 

• 

- 

• 

.

.

.

市
場
损
張
要
浓
が
湔
茴
に
現
は
れ
た
。
こ
の
要
求
に
應
じ
、
國
際
法
上
人
、、
商
品
、
.：資
本
に
‘對
冲
萬
門
戶
開
放
&

原
則
が
認
め
ら
机

た
。
.そ
し
て
商
業
の
後
か
ら
國
娓
が
進
ん
で
行
つ
だ
の
：で
あ
る
。
然
る
に
世
界
分
割
が
完
了
し
、
大
帝
國
が
建
設
さ
れ
各
や
、
門
戸
の

;

• 

.

.

.

.

. 

•
: 

- 

. 

,

閉
鎖
が
始0

た
。『

門
戶
閉
鎖』

は
そ
の
帝
_

の
國
民
經
濟
的
利
益
0'
-
.爲
に
：1
定
市
曝
の
獨
占
化
に
外
な
ら
ぬ
0

玆
に
於
て
最
早
商
業
の

* 

■ 

■ 

' 

■ 

■ 

■ 

. 

i
: 

.

■

.

1 

/ 

、
'

. 

. 

. 

. 

' 

'

,

後
か
ら
國
旗
が
進
ん
で
行
ぐ
の
で
は
な
く
、
一
國
旗
が
尊
敬
さ
れ
る
場
观
に
於
て
の
み
商
業
は
榮
名
に
至
つ
た
。
そ
し
て
政
治
的
紛
筚
を 

食
ず
し
て
無
制
限
に
經
濟
的
膨
脹
を
帑
し
得
る
餘
地
が
失
は
れ
た
。
經
濟
的
膨
脹
g

地
が
I

化
さ
：t

結

果

、

各

民

族

-
國

民

.
間

の

競

维

條

仲

、
_

已
主
張
競
爭
は
尖
銳
化
.さ
：れ

た

。
：
總

て
0

«
濟
的
競
爭
は
直
ち
に
政
治
的
鬪
爭
に
轉
化
し
、
經
濟
的
手
段
に
代
つ
.

. 

• 

.ド

.
'
.
. 

.

:

て
政
治
的
手
段
が
と
ら
れ
た
。
玆
に
政
治
の
經
濟
に
對
す
る
優
位
性
が
_

立
さ
.れ
.た
> 
と
と
ろ
.て
ー
へ
岚
族
乃
至
'一.
.國
民
め
：世

界

分

割

に

.

.參

與

ず

る

製

a

が
少)

け

れ

ば

少

：
い

程

、
：

.そ
，の.段

族

乃

至

國

贤

の

地
&

は
頌
る
危
險
で
あ
る
0
何
と
な
れ
ば
，
そ
れ
乾
け
民
族
乃
至
國
民
.

. 
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• 
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.
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• 
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換
沏
經
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、
轉

換

期

經

濟

學

の

國

防

經

濟

學

的

性

格

H
八
.

(
1

八11,)

は
自
己
の
坐
存
權
が
脅
さ
れ
、
强
國
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
危
險
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
？
斯
か
る
事
情
の
下
に
あ
つ
て
は
、
常
に
、

,
 

'否
な
平
時
to
於
て
す
ら
，
' 民
族
.乃
至
國
域
の
自
B

主
張
の
爲
に
國
防
亂
化
の
必
要
が
大
で
あ
.る
。
.こ

の

自

己

ま

張.の)

爲Q

國

防

強

化

な

...

.
 

4.

 

...

へ

.

 

»
 

メ

’.：
る

政

治

的

要

求

.は

國

臾

經

濟

0
國
防
經
蔣
べ
，の
意
識
的
編
成
替
を
要
來
ナ
夺
昼
.つ

岑

^
 
'
 

.パ
 

.

,

.

第
1
10:
條

件

は

統

制

經

濟
0
成
立
と
そ
0
矛
»

の
展
開
で
办
る
0
.
:そ
し
て
こ
.
.の
點
に
就
ヤ
て
は
旣
に
他
.の
著
書(

註
> 
に
於
て
詳
論
し

. 

:.
.

. 

•

 

. 

ァ
 

.....

• 

• 

-

 •

..... 

.

 

' 

.

 

9̂.

.

.た
故
、：：
こ
，£
;に
於
て
は
單
に
そ
の
要
點
を
撤
出
す
る
に
と
ど
め
る
6
:'
: 

:

.
'
.へ
づ
.，：'
/

'

■'
•
■
'
'
,'
:

た
：
：
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-
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.二

-: 

■

-

'

.

'

■

:

i

景
氣
變
動
®

(

新
經
濟
學
全
集
第
©
同
配
本)

第
一r

篇
第r

w
t
_
.
\
.

''
-

:

-

' 

.

'

.

.

 

- 

.

.

. 

.

. 

- 

-

*•
:

•
■

•'
' 

: 

- 

- 

.

.

.

.

.

.

:ゝ

_

し
獨
戍
資
本
主
義
.の
經
濟
«

猶
內
に
於
け
务
景
氣
構
造
.の
：特

質

は

景

氣

の

.自

動

的

囘

復

カ

の

止

揚

さ

.•
• 

- 

,

.

.»

. 

' 

•
'
'
. .
.
. 

» - 

.

.

.

.

.

.
:

•

 

I..

.

•

.

V;

は1
:

九U

九

年

の

.世

坭

恐

慌

以

後

數

年

間

に

、

H
る
慢
性
的
不
況
i

し
て
現
は
れ
た
。
'
'救
に
於
て
.資
本

:

'濟

の

：外

部

に

：從

來

立

.つ

て
ゐ
：た

國

家
■

濟

が

•
：
，

私

的

企

業

ヒ

代

つ

て
.、
自
ら
投
資
活
離
：を
罄
み
、(

市

獲

濟

に

最

氣

囘

復

ぺ
'o
1

-. 

•：.*
...
 

...
 
/ 

...
 

.*. 

'
 

..
 

>
.
.

:
の
^

®1

を

與

へ

，
る

も

の

ど

し

で

.現

は

れ

た9
勿

論

こ

の

場

合

國

靡

濟

は

市

場

經

濟

の

再

生

產

過

稼

微

つ

セ

景

氣

の

偶

然

的

救

濟

者

■
..
 

.，，'■

'

-

.

-
:■
■'
 

■■
 

■
 

■
 

■
 

..
 

' 
-
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■
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\ 

■
 
/■ 

V

-
.
_と

し

て

：突

然

現

：は

れ

來

つ

'た

も

わ

で

：は

な

い

。

.
旣

に

市

場

經

濟

の

構

造

が

獨

占

資

本

书

義

的

と

な

る

^

.

こ

の

構

造

內

に

於

て

は

蓄

積

.-

..

.-

 - 

. 

• 

.

-
. 

.

.

.

.

.
*
. 

. 

- 

- 

•
. 

.
/
-■ 
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.

.

. 

.

.

.

. 
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.

.

.

.
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..

入
資
本
の
價
値
增
殖
0
爲
に
資
本
9
海
外
輸
出
を
必
要
と
す
る
。；資
本
の
海
外
輸
卧
ば
單
な
る
商
品
輸
出
^

^
り
、
輸
出
市
場
の
政
治
的
.

. 

.

.

.

.

.:

.
-
,
. 

- 

.

.

.

.

.

.
• 

v
> 

. 

* - 

, 

\ 

.

.

.

.

'

吏
配
^
必
要
と
し
、
各
赘
本
举
義
國
家
間
.の
政
治
的
支
使
圈
獲
得
競
爭
は
帝
國
书
義
戰
爭
の(

危
機
^
場
大
：じ
V
國
家
は
節
外
的
に
軍
備
の

，
擴
f

必
要
と
し
：、，
»:
僦
費
0
膨

脹

を

來

し.た
。
ー

他

方

對

內

的

に

獨

片

資

本

主

義

，は

:'
>
1
.景
氣
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膨
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政
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出
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占
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が
量
的
に
著
し
く
增
大
し
だ
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膨
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國
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濟
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國
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經
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對
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る
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參
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も
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か
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然
る
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國
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政
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國
民
脱
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參
與
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合
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に
燴
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せ
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結
果
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國
家
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そ
の
庞
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財
政
支
出
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通
じ
て
击
場
經
濟
の

阵
坐
產
過
程
を
銃
制
し
、
也
揚
さ
れ
た
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場
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濟
の
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動
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囘
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持
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膨
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濟
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濟
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轉
換
期
經
濟
擧
の
國
防
經
濟
擧
的
性
格 

，

四
o 

(
1
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八
四)

且
つ
そ
の
國
家
信
用
は
旣
に
市
場
經
濟
に
於
て
蓄
積
さ
れ
た
貨
幣
資
本
を
直
接
吸
收
す
る
の
•で
は
な
く 
•
發
溶
銀
行
の
公
債
單
獨
引
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を
介
し
、
潑
深
銀
行
を
し
て
貨
幣
創
造
を
行
は
し
め
る
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二
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そ
の
創
造
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は
國
家
に
ょ
夕
て
所
謂
笫
三
部
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軍
需
產
業
及
び
公
共
土
木
事
業〕

に
投
資
さ
る
0
然
る
に
第
ふ
一
部
門
の
再
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產
過
程
に
於
て
鸷
む
機
能
ぬ
第I

部
門(

坐
產
財
產
業
部
&

及
び
第
ー.
.ー
部
門

(

消
費
脉
產
業
部
門)

七
異
る
0

第

一

，と
第I f

部
門
と
の
.0

.
:に
營
ま
：れ
る
減
通
過
程
に
於
て
は
、
相
.互
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價
値
と
素
杯
の
塡
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反
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.
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む
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決
し
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値
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具
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物
た
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素
材
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補
し
て
や
各
こ
と
は
な
い
。
と
云
.ふ
の
は
第
三
.部
門
偫
に
軍
需
產
業
の
生
產
物
は
決
し
て
第
一
、
第
一
一
部
門
の
再
生
產
に
要

•

 

..

..

..

 

•:.'

■

•.

 

.:

 

-

 

-

 

.

.

 

-

 

.
«

す
る
素
材
を
填
補
す
可
ぎ
も
の
で
.は
な
く•

.寧

ら

國

家

に

ょ

つ

w

消
耗
さ
.れ
、.
.艰
生
產
過
程
か
ら
.脫
落
す
る
か
ら
で
あ
る
。

y

.
 

.
 

•
 

.
 

. 

.

.

.

. 

'
 

-V
 

.
 

.

.

.

. 

.圓- 

圓- 

-

.*
か
る
銃
制
經
濟
段
階
に
於
け
る
再
坐
產
過
.程
の
栽
本
鞲
造
の
特
殊
.性
な
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根
據
ょ
り
し
て
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貨
幣
資
本
と
實
質
資
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均
衡
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貨
膨
脹
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財
貨
座
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離
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現
は
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、
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こ
の
分
離
に
基
づ
き
ィ
ン
シ
レ
の
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在
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可
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こ
の
ィ
ン
.フ
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の
實
杻
的
可
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性
な
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矛
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化
す
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卽
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独
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ズ
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李
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打
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經
濟
的
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力
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す
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、
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政
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產
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す
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何
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な
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嚴
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發
展
竝
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に
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フ
レ
防
北
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の
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國
家
統
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政
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强
化
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n

ら
國
民
經
濟
を
國
防
經
濟
化
し
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こ
の
强
化
さ
れ
た
國
防
力
に
よ
り
經
濟
圈
を
擴
張
し
得
る
如

き

政
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坐

產

力
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現
在
に
於
て 

.

は
、
そ
の
本
質
は
現
實
性
：に
迄
轉
化
し
.て
ゐ
る
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從
つ
て
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期
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